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令 和 ６ 年 第 １ 回 笠 置 町 議 会 会 議 録 
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第８  閉会中の継続審査及び調査の件 
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    開  会   午前９時３０分 

議長（西 昭夫君） 皆さんおはようございます。 

  ただいまから令和６年２月第１回笠置町議会定例会第３日目を開会します。 

  これから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。 

  なお、予算案につきましては、本日は議案の説明、質疑、討論、採決を行います。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第１、議案第１６号、令和６年度笠置町一般会計予算の件を議題と

します。 

  議案の説明を求めます。参事兼総務財政課長事務取扱。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  それでは、議案第１６号、令和６年度笠置町一般会計予算の件について説明させていただ

きます。 

  説明に入ります前に、先ほどお手元にお配りさせていただきました地方債の現在高の見込

みに関する調書について御説明させていただきます。 

  本来でしたら、後ろの７７ページ以降、参考資料につけるべきものでしたが、添付ができ

ておりませんでした。誠に申し訳ございません。 

  地方債の前々年度末、また現在高に関する調書につきましては、手元にお配りさせていた

だきました書類のとおりですので、また御参考までに御確認いただけたらと思います。大変

申し訳ございませんでした。 

  それでは、説明に入らせていただきます。 

  令和６年度の一般会計歳入歳出総額につきましては１６億１，１１７万４，０００円とな

っております。前年度より２．１％、３，３１９万円の増額となっております。 

  本年度当初予算につきましては、３月に町長の任期が満了となり、町長選挙が執行されま

すので、義務的経費や継続事業、また建設事業等で当初予算への計上が必要な経費など、骨

格予算として編成いたしておりますが、昨今の物価高騰、また給与制度改正によります人件

費の増によりまして、全体的に増加したものとなっております。 

  それでは、私のほうからは歳入と歳出では議会費、総務財政課所管の経費について説明さ

せていただきます。 

  それでは、まず歳入の説明をさせていただきますので、１２ページをお願いいたします。 
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  １款町税、１項町民税、総額、本年度は５，１９８万８，０００円を計上しております。

昨年度より１８４万１，０００円増となっておりまして、個人住民税につきましては減額と

なっておりますが、法人税につきましては３５３万５，０００円の増額となっております。 

  ２項固定資産税につきましては７，８６９万１，０００円となっております。現年度、滞

納とも合わせまして、昨年度より２３万９，０００円の増額でございます。 

  ３項軽自動車税につきましては、環境性能割、種別割合わせまして４９９万１，０００円

で、９万円の増です。 

  町たばこ税につきましても、昨年度より７６万８，０００円増額で、１，５０４万

８，０００円となっております。 

  ２款地方譲与税につきましては、自動車重量譲与税、地方揮発油譲与税、森林環境譲与税

ともに京都府通知の数字となっております。 

  ３款利子割交付金につきましては、昨年度より４，０００円減の４万６，０００円。 

  配当割交付金１１２万８，０００円。 

  ５款株式譲渡所得割交付金１１５万９，０００円。 

  ページめくっていただきまして、法人事業税交付金２０９万５，０００円。 

  地方消費税交付金２，６１６万２，０００円。こちらにつきましては、京都府通知に基づ

きまして計上させていただいております。 

  ８款ゴルフ場利用税交付金につきましては、昨年より８４万９，０００円減額の

３，３０８万７，０００円でございます。 

  ９款自動車取得税交付金につきましては、前年同額の１，０００円を計上しております。 

  １０款環境性能割交付金１３６万７，０００円につきましても、京都府通知に基づくもの

でございます。 

  １１款地方特例交付金、前年度より４８万５，０００円増額の８０万円。 

  地方交付税につきましては、普通交付税、特別交付税合わせまして８億６，０００万円を

見込んでおります。こちらにつきましては、全体の５３％を占めるものとなっております。 

  １３款分担金及び負担金につきましては、昨年度より３６万１，０００円増額の８９万

４，０００円で、児童数等で積算したものになっております。 

  １４款使用料及び手数料につきましては、総務手数料につきましては各施設の使用料、衛

生使用料につきましては歯科診療所の使用料、商工使用料は産業振興会館の使用料で、実績

額等を勘案した中での計上でございます。住宅使用料につきましては、昨年度より３９万
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４，０００円増額で２９１万１，０００円。民生使用料につきましては、こちらも施設の使

用料となっております。 

  同じく１４款２項手数料でございます。総務手数料、衛生手数料ともに過去の実績から勘

案いたしまして、昨年度から減額となっておりますが、９８２万７，０００円を見込んでお

ります。 

  １５款国庫支出金、１項国庫負担金につきましては、総額２，８３４万２，０００円で、

障害者自立支援給付事業や介護保険等の計上となっております。 

  同款２項国庫補助金につきましては、総額が９，６３３万５，０００円となっておりまし

て、社会資本整備交付金等の総務費国庫補助金では９６４万４，０００円、土木費国庫補助

金におきましても、道路や住宅の整備に係る社会資本整備総合交付金で８，０２７万

２，０００円等を計上したものとなっております。 

  １８ページ、同款３項委託金でございます。総務委託金では自衛官募集事務等の委託金、

民生費の委託金等で５３万８，０００円を見込んでおります。 

  １６款府支出金、１項府負担金におきましては、民生費府負担金で２，３４９万

６，０００円、こちらは国庫負担金と同様、障害者自立支援給付金事業等となっております。 

  同款２項府補助金、総額といたしましては３，５０８万５，０００円を見込んでおります。

電源立地地域対策補助金や京都地域連携交付金など総務費補助金では１，５７８万

４，０００円、民生費補助金では隣保館運営事業等１，５２１万１，０００円などを見込ん

でおります。 

  ページめくっていただきまして２０ページ、同款３項委託金でございます。総務費委託金

では、府民税の徴収委託金や人口動態等の調査費等を計上したものでございます。 

  １７款財産収入、１項財産運用収入におきましては、財政調整基金等の利子及び配当金と

いたしまして２万６，０００円、いこいの館のグラウンド貸付料や土地の賃借料といたしま

して、財産貸付収入で３１２万６，０００円などを見込んでおります。 

  ２１ページ、１８款寄附金でございます。こちら、ふるさと納税に係る寄附金等を計上し

ておりまして、一般寄附金、指定寄附金合わせまして３０５万６，０００円と、前年度から

６８万６，０００円を増額としたものとしております。 

  １９款繰入金、１項基金繰入金におきましては、ふるさとづくり基金で２４４万

４，０００円、また森林環境譲与税等を基金に積み立てまして、事業費に充当するとして

４０４万２，０００円など計上いたしております。 
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  また、財源不足を補塡いたすために、１目で財政調整基金といたしまして１億

４，２６３万円を繰り入れる予定としております。 

  続きまして、２２ページとなります。 

  ２１款諸収入でございます。３項雑入でございますが、こちらにつきましては、消防団の

退職報償、また市町村振興協会の研修補助金などを計上しております。総額で４，９２０万

４，０００円となっております。 

  ２２款町債につきましては、臨時財政対策債の借入れ、また過疎対策事業債の借入れ等で、

総額を９，９２９万５，０００円とするものでございます。 

  歳入につきましては以上となります。 

  続きまして、２５ページの歳出のほうを説明させていただきます。 

  なお、それぞれの科目におきます職員人件費につきましては、８３ページ以降に職員給与

費関係の資料を添付しております。こちらを基にいたしまして計上したものとしております

ので、詳細の説明は割愛させていただきますので、御了承ください。 

  それでは、１款議会費でございます。議会費は昨年度より３２３万円増額の４，７９７万

６，０００円となっております。 

  議会運営費といたしましては、議場の音響システムの保守、また議事録の作成委託、議員

の皆様の報酬等の計上としております。 

  また、広域行政事業、２６ページでございますが、相楽東部広域連合への議会費の負担金

を計上しております。 

  続きまして、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。この費目にお

きましては、職員関係の経費となっております。職員健康診断や職員採用試験、また一般管

理費におきましては、業務全体に係る経費を計上したものとなっております。 

  ページめくっていただきまして、２９ページをお願いいたします。 

  上段、丸印の自治振興対策事業、こちらはまちづくり事業補助金で２１３万６，０００円

を含みまして３４１万３，０００円を計上しております。各地区における防犯灯や道路整備

等に係る経費の補助金を計上したものでございます。 

  続きましての電算システム管理事業でございます。１億１，３２２万８，０００円を計上

しております。本年度、電算システム、基幹業務システムや汎用システム、また個人の端末

等の更新が令和６年度に実施する必要がありますので、本年度、その構築作業等の委託料が

増額しております。 
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  また、国の進める標準化システムへの対応等も必要となってきますので、昨年度より大幅

な増額となっておりまして、基幹システムへの負担金等も増額したものとなっております。 

  その下、広域行政事業でございます。相楽東部広域連合への負担金といたしまして、総務

分が２，４８１万８，０００円を計上しております。 

  続きまして、３１ページをお願いいたします。 

  ２目文書広報費で、ホームページの管理事業でございます。現在使用しておりますホーム

ページの維持管理に係る委託料、また令和５年度に実施いたしましたＬＩＮＥ機能の付加、

それのシステム使用料といたしまして計上したもので、総額１８８万８，０００円となって

おります。 

  ３目財政管理事業といたしましては１，４９９万１，０００円を計上しております。基金

の利子の積立て、またふるさとづくり、こちらはふるさと納税での寄附を頂いた額の基金積

立て等で計上したものでございます。 

  続いて、３２ページをお願いいたします。 

  ５目財産管理費でございます。こちらは庁舎、公用車、各施設の経費を計上したものとな

っております。 

  庁舎等の管理事業におきましては、光熱費等の高騰等もございますので、管理事業として

は８７８万４，０００円を計上しております。 

  ３３ページ、運動公園管理事業では２６６万３，０００円で、こちらは運動公園の管理に

係る作業員、また経費等を計上したものとなっております。 

  続いて、３５ページをお願いいたします。 

  こちら、６目企画費でございます。３５ページ中段、関西本線利用促進等の事業といたし

まして１５８万５，０００円を計上しております。ＪＲ関西線の加茂以東の公共交通活性化

協議会への負担金で、広域バスの運行経費等の経費を計上いたしまして、１５４万

４，０００円が含まれております。 

  続きまして、３６ページをお願いいたします。 

  こちら、ふるさと納税事業となっておりまして、１７７万７，０００円を計上しておりま

す。代行、返礼品つきのふるさと納税に係る業務委託の経費、返礼品の送料等を計上したも

のとなっております。 

  ３７ページ、８目防災諸費でございます。防災事業といたしまして５１３万５，０００円

を計上しております。令和５年度に防災行政無線の操作卓の更新が終了しましたので、減額
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となっておりますが、各戸配布の防災無線等の経費を、防災行政無線の子機の備品購入とし

て計上しております。 

  続きまして、４０ページをお願いいたします。 

  ４項選挙費でございます。２目におきまして、町議会議員選挙費８９０万２，０００円を

計上しております。令和６年１０月末で議員の皆様の任期が満了いたしますので、選挙経費

を計上したものでございます。なお、今回の選挙から選挙公費が負担することとなっており

ますので、令和２年度の執行よりも大幅な増額となっております。 

  ５項統計調査費につきましては、令和６年度に実施する統計調査費となっておりまして、

各項目総額で２８万９，０００円を計上しております。 

  ４３ページ、６項監査委員費でございます。監査委員の監査事業に係る経費といたしまし

て、監査委員さんの報酬、それから協議会への負担金等の経費を計上しております。 

  ページ飛びまして、７３ページをお願いいたします。 

  こちら、８款消防費、１項消防費でございます。１目常備消防費といたしましては、相楽

中部消防組合への負担金となっております。昨年度より１４７万７，０００円減額となって

おりますが、４，５１３万４，０００円の計上をしております。 

  非常備消防費では、消防団事業に係る経費が９８８万３，０００円計上しております。消

防団員への報酬やそれぞれの維持管理に係る、積車の車検など維持管理に係る経費となって

おります。 

  ７５ページ、９款教育費でございます。教育委員会費といたしましては、相楽東部広域連

合への負担金が７，２７５万４，０００円で、小学校への経費等の負担となっております。 

  ２項社会教育費では、文化財保護費といたしまして５０万８，０００円を計上しておりま

す。こちら、国有地、笠置山の文化財指定地の管理者といたしまして、笠置町が計上する分

となっております。 

  続きまして、１０款公債費になります。令和６年度の町債の返済に係る金額となっており

まして、元金、利子ともに昨年度より増額となっておりまして、総額が１億４，５０５万

６，０００円となっております。 

  総務財政課所管のものについては以上となります。 

  冒頭説明しましたとおり、７７ページ以降は参考資料となっておりますが、こちらに地方

債の現在高の調書、また８３ページ以降につきましては、職員人件費に係る積算基礎をつけ

ておりますので、御参考にご覧ください。 
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  総務財政課からは以上です。 

議長（西 昭夫君） 企画調整課長。 

企画調整課長（草水英行君） 失礼いたします。 

  私のほうからは、企画調整課所管の歳出予算について御説明をさせていただきます。 

  予算書の３６ページを御覧ください。 

  ３６ページ、２款総務費、６目企画費の続きのページでございます。説明欄のほうに移ら

せていただきまして、伊賀城和定住自立圏事業としまして９，０００円のうち、普通旅費と

して３，０００円を計上させていただいております。 

  続きまして、相楽東部未来づくり推進事業でございます。１０７万４，０００円の計上の

うち、相楽東部「ひと・企業」誘致促進協議会負担金としまして９５万円をお願いしており

ます。 

  それから、その下ですね。総合計画推進事業といたしまして１０万８，０００円、行政改

革推進委員会の委員報酬を含めまして１０万８，０００円ということでお願いをしておりま

す。 

  私のほうからは以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） 税住民課が所管いたします事業について説明いたします。 

  ３８ページを御覧ください。 

  ２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費、税務総務一般事務におきまして６９万

７，０００円を計上しております。主なものとしまして、国税を電子データで送信するため

のシステム対応保守委託として３３万９，０００円のほか、税務協議会への負担金等を計上

しております。 

  京都地方税機構事業では３７８万７，０００円のうち、負担金として、共同で行っている

システムや人件費等３７３万６，０００円を計上しております。 

  ２目賦課徴収費におきまして、賦課徴収事務３１６万８，０００円を計上しております。

主なものといたしまして、不動産鑑定委託料１０７万６，０００円、給与支払穿孔業務委託

料４４万３，０００円を計上しております。 

  ３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、戸籍住民基本台帳事務におきまして

２，０３８万９，０００円を計上しております。主なものといたしましては、委託料

１，４７５万９，０００円のうち、戸籍システム改修委託作業といたしまして１，０８２万
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７，０００円を計上しており、こちらは戸籍情報で振り仮名を取り扱うための改修費用でご

ざいます。 

  ４０ページ、マイナンバーカード交付事業といたしまして９万６，０００円を計上してお

ります。 

  続きまして、４７ページをお願いします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、遺族会運営事業５万円、戦没者追悼

事業といたしまして１５万１，０００円、こちらは町の追悼事業に係る経費でございます。 

  また、繰出金事業といたしまして１，０６１万２，０００円を計上しております。こちら

は国民健康保険特別会計への繰出金でございます。 

  国民健康保険運営協議会といたしまして９万９，０００円を計上しております。 

  続きまして、５０ページをお願いします。 

  ３目国民年金事務、国民年金事務事業といたしまして２万６，０００円を計上しておりま

す。 

  続きまして、５８ページをお願いします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、動物愛護事業といたしまして７万

９，０００円を計上しております。こちらは狂犬病予防注射に関する経費でございます。 

  続きまして、６１ページをお願いします。 

  ５目環境衛生費におきまして、環境維持管理事業１３万２，０００円を計上しております。

こちらは木津川の水質など環境を維持するための経費のほか、墓地管理事業といたしまして

３万円、定住自立圏事業といたしまして１万２，０００円を計上しております。 

  ６２ページをお願いします。 

  ２項清掃費、１目塵芥処理費、塵芥処理事業といたしまして７６万８，０００円を計上し

ております。主なものといたしまして、会計年度任用職員の報酬１５万１，０００円、生ご

み袋販売委託料２８万８，０００円を計上しております。 

  広域行政事業で５，３３１万７，０００円を計上しており、こちらは相楽東部連合分担金

として５，００７万５，０００円を計上しております。こちらは対前年比で約１．４倍の大

幅な増額となっております。人件費の増加、ガソリン代の高騰によるものです。 

  続きまして、ごみ処理広域化検討事業といたしまして３２４万２，０００円を計上してお

ります。 

  主要事業調書５ページを御覧ください。 
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  こちらは将来を見据えた持続可能なごみの適正処理の確保を図るため、伊賀市、名張市及

び南山城村との４市町村によるごみ処理の広域化について検討を進めるための協議会の運営

経費や基本構想の策定業務に係る経費でございます。 

  旅費８万６，０００円、需用費２万６，０００円、使用料及び賃借料２，０００円、こち

らにつきましては笠置町だけに係る経費を計上しております。 

  負担金及び交付金で３１２万８，０００円を計上しております。内訳といたしまして、事

務所として利用を考えている施設の利用負担金、事務所開設経費、基本構想策定業務委託料

でございます。こちらにつきましては、４市町村均等割で予算計上いたしております。 

  次に、予算書に戻っていただきまして、２目し尿処理費、し尿処理事業におきまして

９２９万９，０００円を計上いたしております。主なものといたしましては、し尿汲取業務

負担金でございます。 

  合併浄化槽推進事業といたしまして３６０万１，０００円を計上しております。５人槽水

が１基、７人槽が３基と、これらに伴う宅内配管及び便槽の撤去費用でございます。 

  広域行政事業といたしまして、広域行政組合の負担金といたしまして１，５７９万

４，０００円を計上しております。 

  以上で税住民課が所管いたします事業につきまして説明を終わります。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） 失礼いたします。 

  保健福祉課が所管いたします歳出予算について、主な事業のほうを説明させていただきま

す。 

  ４４ページをお願いいたします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で、対前年６０２万２，０００円増の

１億５，４２８万円を計上させていただいております。主なものといたしましては、社会福

祉協議会補助事業として１，４０６万４，０００円を計上。主な内容は、老人クラブや身体

障害者協議会に関する業務の委託に関する費用や、社会福祉協議会が行う閉じこもり予防や

見守り活動などの福祉事業に関する費用などを計上させていただいております。 

  障害者福祉事業では１８万８，０００円を計上いたしております。主な事業としては、障

害のある方に対してタクシー料金の一部を助成する福祉タクシー事業として１１万

４，０００円を計上しております。 

  下段です。福祉医療事業では７１６万２，０００円を計上いたしております。障害のある
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方に対する医療費の助成として５８９万９，０００円、ひとり親家庭の医療費の助成として

２０万４，０００円、子育て世帯に対する医療費の助成として８８万７，０００円を計上い

たしております。 

  ４５ページでございます。 

  障害者自立支援給付事業では４，５６３万１，０００円を計上いたしております。放課後

児童デイサービスに係る費用として、障害児入所給付事業で６７３万７，０００円を計上い

たしております。 

  ４６ページをお願いいたします。 

  居宅介護など各種の福祉サービスに係る費用として、障害者自立支援給付事業で

３，８８９万４，０００円を計上いたしております。 

  そのうちシステム改修作業委託料では、前年度より２２０万円増の２４２万円を計上。障

害福祉システムの標準化支援に伴うものでございます。 

  また、障害者自立支援給付費では、対前年５６５万８，０００円増の３，５８６万

１，０００円を計上いたしております。これにつきましては、共同生活援助が２名増の３名

になったことに伴う増でございます。 

  下段の地域生活支援事業では３４５万８，０００円を計上いたしております。主な内容は、

障害のある方やその家族からの相談支援に関する費用や補聴器など日常生活用具の助成に関

する費用、また児童発達支援センターに係る費用などを計上いたしております。 

  ４８ページをお願いいたします。 

  ４８ページの中段でございます。自殺対策推進計画策定事業では４９９万１，０００円を

計上いたしております。相楽東部３町村の自殺対策の基本的な方向性を示す自殺対策推進計

画、いのちの輝き見守りプランの計画期間が令和６年度で終了することから、次期計画を策

定する費用を計上いたしております。 

  続きまして、５０ページ下段をお願いいたします。 

  ４目老人福祉費では、対前年１，０１８万７，０００円減の９，６９１万７，０００円を

計上いたしております。 

  高齢者福祉事業では７２５万７，０００円を計上いたしております。主なものといたしま

しては、在宅の要介護者を介護されている方に激励金を支給する介護者激励金支給事業で

３２万円、外出困難な方を医療機関まで送迎する外出支援サービス事業で１７１万

７，０００円、老人手当支給事業として２７９万９，０００円等を計上させていただいてお
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ります。 

  繰出金事業では、介護保険特別会計と後期高齢者医療特別会計への繰出金として、合わせ

て８，３０１万８，０００円を計上いたしております。 

  ５２ページをお願いいたします。 

  福祉医療事業では６６４万２，０００円を計上いたしております。内容は、６５歳から

６９歳までの方や障害のある高齢者の方に対する医療費の助成でございます。 

  ５３ページをお願いいたします。 

  ５目老人福祉施設費では、対前年１５８万４，０００円増の２，６６０万５，０００円を

計上いたしております。老人福祉施設費は、主につむぎてらすの維持管理や地域包括支援セ

ンターの運営に関する費用となっております。 

  老人福祉施設運営事業では６２７万３，０００円を計上いたしております。主なものとし

ては、介護予防事業では、閉じ籠もり予防事業などに関する費用として３１万３，０００円

を計上いたしております。 

  地域包括支援センター運営事業では５３万７，０００円を計上し、センターの運営費用、

高齢者の総合的な相談窓口、介護だけでなく医療など様々な関係機関と連携し、高齢者の生

活課題を支援するものでございます。 

  また、つむぎてらす運営事業では、つむぎてらすの運営に関する費用として１８３万

４，０００円を計上いたしております。 

  ５４ページをお願いいたします。 

  ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費では、対前年２２８万８，０００円増の

２，１６３万３，０００円を計上いたしております。 

  児童福祉事業では１，８３８万７，０００円を計上いたしております。放課後児童クラブ

運営に関する費用で５２８万６，０００円、ひとり親家庭支援事業では９万１，０００円、

児童手当の支給に関する費用として５１８万６，０００円を計上。 

  また、子ども・子育て支援計画策定事業に係る費用として４２０万２，０００円を計上い

たしております。 

  笠置町の将来を担う子供たちを支援するための笠置未来っ子応援事業に係る費用として

４０万３，０００円を計上いたしております。 

  また、新たにこども計画策定事業では３２１万８，０００円を計上いたしております。こ

ども基本法が令和５年４月に施行されたことに伴い、こども計画の作成が必要となったため、
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令和６年、７年度の２か年度にかけて計画を策定する予定でございます。 

  児童公園維持管理事業では、児童公園に係る維持管理費用として８７万円を計上いたして

おります。 

  ５６ページをお願いいたします。 

  結婚・子育て応援住宅総合支援事業では、新婚世帯や子育て世帯に対して住宅の購入やリ

フォームの助成に関する費用として２０５万円を計上いたしております。 

  ２目保育園費でございます。保育園費では、対前年８９万２，０００円減の４，２３３万

円を計上いたしております。主なものとしては、保育士の人件費を含めた保育所の運営に関

する費用となっております。 

  保育所事業としては、保育所の運営に関する費用で５３９万３，０００円を計上。内容は、

保育所の維持管理に関する費用や保育教材、給食に関する費用等でございます。 

  続きまして、５８ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費では、保健福祉課が所管する事業とし

て、保健業務全般に係る費用として、保健業務として５７万７，０００円を計上いたしてお

ります。 

  また、出産・子育て応援事業では、これまで現金支給だったものをポイント給付に変更し、

専用サイトみらいくベビーギフト内で当該ポイントを用いて育児用品などが購入できるよう

に令和６年４月からなります。 

  続きまして、５９ページをお願いいたします。 

  ２目予防費では、対前年７３０万２，０００円減の７６７万９，０００円を計上いたして

おります。 

  健康増進事業として３８４万７，０００円を計上いたしております。主なものとしては、

健康診査や各種がん検診、結核検診に関する費用、また生活習慣病を予防するための運動を

行う健康教育や各地域で実施する健康相談に係る費用などを計上いたしております。 

  その中で、高齢者の保健事業として、介護予防の一体的事業として新たに１万

６，０００円を計上させていただいております。これにつきましては、高齢者の保健事業に

ついては後期高齢者医療広域連合が、介護予防の取組につきましては市町村が主体となって

実施しておりますが、本事業は高齢者の健康支援のニーズが疾病予防と生活機能維持の両面

にわたっているため、疾病予防における保健事業と介護予防事業を一体的に実施し、フレイ

ル予防を通して高齢者の健康づくりを支援するものでございます。 
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  当町においても、健康診断や健康相談、運動に特化した健康教室、介護予防事業等を実施

してきておりますけれども、さらなる充実を図るため、令和６年度では健康状態不明者への

訪問活動や通いの場を通してフレイル予防の啓発活動を実施していきたいと考えております。 

  ６０ページをお願いいたします。 

  予防接種として２７０万３，０００円を計上いたしております。高齢者や乳幼児に対して

行う予防接種で２６５万円、風しん追加的対策事業として５万３，０００円を計上いたして

おります。 

  母子保健事業としては１０１万円を計上いたしております。主なものとしては、乳幼児に

対する健診で２２万３，０００円、妊産婦に対する健診費用で６７万１，０００円を計上い

たしております。 

  下段の定住自立圏、定住自立支援事業として１１万９，０００円を計上いたしております。

救急相談ダイヤル２４事業の笠置町の分担分でございます。 

  ６１ページをお願いいたします。 

  ３目診療所費では、対前年６６２万６，０００円減の９５３万８，０００円を計上いたし

ております。 

  笠置歯科診療所事業では５万円、山城病院組合事業では、病院事業分の負担金として

７８１万７，０００円を計上、広域行政事業では、相楽応急診療所負担金として１６７万

７，０００円を計上いたしております。 

  また、４目介護保険費では、山城病院組合の老健事業分の分担金として１５６万

１，０００円を計上いたしております。 

  以上で保健福祉課の説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 商工観光課が所管します歳出について御説明させていただき

ます。 

  予算書の３０ページを御覧ください。 

  上段の総務費、総務管理費、一般管理費、公共交通事業、循環バス運営事業でございます。

内容につきましては、会計年度任用職員の運転者の人件費とバス２台の維持管理経費等で

１，６１６万６，０００円を計上しております。 

  続きまして、下段、文書広報費、笠置テレビ運営事業でございます。ここでは、笠置テレ

ビの設備等に係る保守点検や維持管理に関する経費、高齢者世帯へのケーブルテレビの利用
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料補助などで１９１万１，０００円を計上しております。 

  次に、３４ページをお願いします。 

  上段より、同じく総務費、総務管理費、企画費、ＪＲ笠置駅切符等販売事業でございます。

ここでは、ＪＲ笠置駅の無人化対策としての会計年度任用職員の人件費や駅舎待合室等の清

掃や店舗管理等の管理委託などで６７０万７，０００円を計上しております。 

  次に、笠置いこいの館管理運営事業では、施設の運営と維持管理に関する経費といたしま

して１，１２３万８，０００円を計上しております。主なものでは、いこいの館の清掃業務

などを行っていただきます会計年度任用職員の報酬と施設運営に関する経費として燃料費や

光熱水費、また委託料では施設の維持管理として法律等で定められています消防設備保守点

検などを計上しております。 

  次に、３５ページの交流施設等管理事業では、サテライトワークスペースなど３つの交流

施設の光熱水費や浄化槽の維持管理に係る費用並びに土地の賃借料などで１３１万

１，０００円を計上しております。 

  次に、下段の移住促進事業では、空き家バンクに登録いただいた空き家を京都府の補助金

を活用しまして住宅改修や家財道具の撤去などを行っていただける事業でございまして、町

の単独事業も含めまして、補助金で６２０万円を計上しております。 

  ３６ページをお願いします。 

  ３６ページ下段から３７ページの地域活性化起業人事業では、いこいの館の再建に向け、

一日も早い再建を目指すために、４月から地域活性化起業人を配置し、引き続き再建事務を

進めるために、行政事務研修負担金と地域活性化起業人活動補助金を合わせて３８０万円を

計上しております。 

  次に、６６ページ中段をお願いします。 

  商工費、商工総務費、商工総務事業では３０２万７，０００円を計上しております。主な

ものでは、商工観光課に配属されます会計年度任用職員に関する報酬と期末手当など人件費

関係、そのほか職員の旅費や公用車の燃料費でございます。 

  この増額分につきましては、もともと旅費のみであったところ、会計年度任用職員の報酬

が観光費より新たに組み替えられたことによる増額でございます。 

  次に、６７ページ上段です。 

  商工振興事業では、店舗を持たない事業者などの商品を一堂に集め販売するチャレンジシ

ョップの運営委託料や、地域消費生活緊急拡大事業として実施されますプレミアム商品券事
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業など、商工会への補助金等で５６２万４，０００円を計上しております。 

  次のＷＥＢ商店街運営事業では、現在構築中の仮想商店街システムサーバー管理保守料と

して１８万円を計上しております。 

  次に、下段から６８ページにわたりまして、観光費、観光事業では１８４万９，０００円

を計上しております。主なものでは、キャンプ場内の駅前のフリーＷｉ－Ｆｉ回線利用料や、

お茶の京都ＤＭＯ令和６年度分担金など、各観光関係協議会等への負担金などを計上してお

ります。また、観光協会への補助金等を前年度と同額を計上しております。 

  ６８ページへお願いします。 

  次の観光施設管理事業では６５８万４，０００円を計上しております。主なものでは、京

都府から委託を受けております東海自然歩道や笠置山自然公園内のごみ処理やトイレの清掃、

軽微な維持補修を行っていただく管理委託料等を計上しております。 

  次に、桜保全等事業では、除草や肥料の散布など桜の維持管理や植栽に関する費用に

２０４万１，０００円を計上いたしております。 

  また、河川空間活用事業では、河川のオープン化に向けて、淀川河川事務所等への要望書

の提出に必要な協議、調整に関する普通旅費など７万７，０００円を計上しております。 

  最後に、産業振興会館費、笠置町産業振興会館運営事業では、施設の維持と運営に関する

経費として１，３３８万円を計上しております。主なものでは、会計年度任用職員報酬や電

気、ガス、水道などの光熱水費、また産業振興会館の清掃委託や施設の維持管理に関する委

託料などを計上しております。 

  以上で商工観光課が所管します歳出の説明を終わります。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼をいたします。 

  建設産業課が所管します歳出予算について説明させていただきます。 

  ３３ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目財産管理費、建設産業課分の使用料及び賃借料で、町

道後谷線の待避所のスペースの借地料で１４万１，０００円を計上させていただいておりま

す。 

  飛びまして、６１ページをお願いいたします。 

  一番下の段、４款衛生費、１項保健衛生費、５目環境衛生費、負担金、補助及び交付金に

おいて、簡易水道事業会計への負担金１１５万７，０００円、補助金３，６１３万
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２，０００円、２３節の投資及び出資金で２２０万円の計３，９４８万９，０００円をお願

いさせていただいております。 

  次に、６３ページをお願いいたします。 

  ５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、農業委員会事業でございます。報酬

では、農業委員さんの報酬で９８万４，０００円、需用費では、農業委員会だよりの印刷代

や燃料、消耗品等で１５万円、委託料では、農地情報管理システム保守で１６万

５，０００円、負担金、補助及び交付金で、農業委員会活動補助で１０万円などで、農業委

員会事業で計１５４万４，０００円を計上させていただいております。 

  また、２目農業総務費では、旅費において４万９，０００円を計上しております。 

  ６４ページをお願いします。 

  ３目農業振興費は、需用費、消耗品費、燃料費等で７万円、負担金、補助及び交付金で農

業再生協議会等への補助金等において１１万１，０００円を計上しております。 

  次の４目農地費につきましては、需用費、消耗品費、燃料費４万円、役務費で作業員等手

数料として１３万４，０００円、使用料及び賃借料において、農地災害復旧事業に関する積

算システム使用料や機械借上料などで３８万円を計上、原材料費では５万円、負担金、補助

及び交付金として、京都府土地改良連合等の負担金１万８，０００円を計上しております。 

  次の６５ページ、５款農林水産業費、２項林業費、１目林業総務費、旅費では、職員旅費

３万２，０００円を計上。 

  ２目の林業振興費では、有害鳥獣対策事業として、有害鳥獣捕獲委託料に８５万円。有害

鳥獣の捕獲事業を猟友会さんに委託し、被害軽減に努めるものでございます。 

  負担金、補助及び交付金では、有害鳥獣捕獲対策協議会への補助金として１０万

３，０００円。協議会が国庫補助を受けて実施する事業において、協議会負担分を町が補助

するものでございます。 

  次に、森林対策事業ですが、負担金、補助及び交付金で、森林整備事業として２００万円

を計上しております。内容につきましては、豊かな森を育てる市町村交付金を活用して実施

する森林整備に対する補助金でございます。そのほかは森林組合さんへの補助金３５万円な

ど、合わせて２３８万円を計上させていただいております。 

  次に、森林環境基金事業でございます。森林環境譲与税の譲与見込額及び利息として、合

わせて５５０万８，０００円を基金への積立てとして計上させていただいております。 

  森林経営管理事業としましては、意向調査及び集積計画の作成並びに森林整備等に
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４０４万２，０００円を計上させていただいており、さきの森林環境基金を活用して事業を

行うものでございます。 

  続いて、３目林道維持費でございます。需用費では、消耗品費及び燃料費で５万

５，０００円、役務費では、作業員等手数料として３９万６，０００円、委託料につきまし

ては、町内林道４路線の除草、路面清掃等委託で５００万円、使用料では、機械借上げで

２６万６，０００円、工事請負費におきましては、林道の維持修繕費用として１５０万円、

維持修繕に係る原材料費で１０万円などを計上させていただいております。 

  ページ変わりまして７０ページ上段をお願いいたします。 

  土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、道路管理事業でございます。需用費では、積

算図書や作業用消耗品、燃料、修繕料で５３万４，０００円、役務費において、道路維持管

理に係る除草等の処分手数料で３５万２，０００円、委託料では、相楽東部３町村合同での

土木技術職員研修委託として１５万円、使用料及び賃借料において、京都府土木工事設計積

算システムの保守を含めた使用料や、土木営繕資材単価データ使用料として１９５万

１，０００円、負担金、補助及び交付金において、国道１６３号整備促進協議会や京都府道

路協会等への負担金として１８万７，０００円を計上させていただいております。この各種

協議会において、国道１６３号の改良など国等へ要望しておるところでございます。 

  次に、７１ページ、２項道路橋梁費、２目道路維持費でございます。道路維持事業といた

しましては、役務費において、作業員等の手数料として８７万４，０００円、委託料におい

ては、国の社会資本整備総合交付金を活用した法面調査業務委託料として１，８００万円を

上げさせていただいており、そのほかに道路管理システムの保守委託に３３万円、草刈り業

務の委託料として３０万円、町道有市柳生線を飛鳥路区さん、町道切山線においては切山区

さんに委託するもので、計上させていただいております。 

  工事請負費では３，１８６万１，０００円を計上させていただいておりまして、主な内容

につきましては、こちらも国の交付金等を活用して実施する舗装修繕工事や道路附属物修繕

工事等を予定しております。 

  続きまして、３目道路新設改良費でございます。工事請負費におきましては、笠置山線改

良工事といたしまして、交付金を活用した道路照明や転落防止柵の設置を計画しております。 

  ４目橋梁維持費をお願いいたします。橋梁維持事業の主なものとしまして、委託料で、橋

梁の保守設計業務委託で３０８万円を計上させていただき、工事請負費におきましては、町

内２つの橋、２橋について、交付金のつき具合にもよりますが、橋梁維持補修工事として
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７，４４０万円を計上しております。 

  次のページ、３項河川費、１目河川総務費につきまして、負担金、補助及び交付金で、府

砂防・治水・防災協会等に６万２，０００円を計上しており、加盟する団体を通じて砂防・

治水事業に対する全国要望等を行うものでございます。 

  続きまして、２目河川改良費でございます。委託料では、不動谷川の除草委託事業としま

して、地元区、東部区さんへ委託で１５万円を計上、工事請負費では、河川のしゅんせつ等

の工事に１８０万円を計上しております。 

  次に、下段、７款土木費、４項住宅費をお願いいたします。住宅総務費では、職員旅費で

１万１，０００円を計上。 

  ２目住宅管理費でございます。主なものにつきましては、需用費については、修繕料や消

耗品費等で６７万７，０００円、役務費で、維持修繕に係る大工さんの作業手数料やハウス

クリーニング等、合わせまして１１７万９，０００円、使用料及び賃借料では、建築用の積

算システムの使用料や機械借上料として７０万８，０００円、工事請負費では、町内公営住

宅３か所の敷地内の除草や側溝清掃等の維持修繕工事に４５０万円、交付金を活用した有市

住宅の住宅耐震改修工事に１，６８０万円、長寿命化計画に沿った、こちらも交付金を活用

したバリアフリー工事３戸に１，４４０万円を計上しております。 

  最後に、７６ページ中段、１２款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋

梁災害復旧費で、役務費や使用料及び賃借料、工事請負費、原材料において、災害時に速や

かに応急復旧できる費用として、合計３５９万４，０００円をお願いさせていただいており

ます。 

  以上で建設産業課が所管いたします歳出予算の説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） 人権啓発課長。 

人権啓発課長（吉田和秀君） 人権啓発課が所管します主な事業について説明させていただき

ます。 

  予算書の４７ページを御覧ください。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、人権擁護事業では、人権擁護委員の

活動に係る職員旅費、城南人権擁護委員協議会負担金で４万４，０００円を計上しておりま

す。 

  次に、下段の人権問題啓発事業では、人権学習公開講座の講師料や街頭啓発で配布される

啓発物品で５５万７，０００円を計上しております。 
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  次に、人権啓発活動地方委託事業でございます。この事業は、法務局から委託を受けてい

る事業でありまして、人権の花運動に係る費用と人権啓発カレンダー作成費用で２０万

４，０００円を計上しております。 

  ページ変わりまして４８ページをお願いします。 

  続きまして、２目社会福祉施設費でございます。隣保館運営事業、全体で８３９万

７，０００円を計上しております。 

  内容としましては、隣保館運営事業では、会計年度任用職員の人件費や光熱水費などで

４３８万９，０００円を計上しております。 

  次に、隣保館デイサービス事業では、会計年度任用職員の人件費や福祉用具レンタル料な

どで３６３万３，０００円を計上しております。 

  次に、地域交流促進事業では、生け花教室に係る費用として、講師謝金や材料費などで

３１万５，０００円を計上しております。 

  続きまして、人権啓発事業では、各種人権啓発集会への参加旅費や人権啓発協議会などへ

の負担金と研修参加費、解放文化祭の補助金などで１５０万４，０００円を計上しておりま

す。 

  続きまして、地域交流活性化支援事業では１６０万９，０００円を計上しています。 

  内容としましては、５０ページをお願いします。陶芸教室に係る費用として、講師謝金や

材料費など計上しております。 

  次に、課題対応型支援事業では、給食サービスに係る費用として、調理員の報酬や食糧費

などで１３５万７，０００円を計上しております。 

  最後に、笠置会館管理事業では、笠置会館の施設の維持管理に係る費用として、事務消耗

品や通信運搬費、浄化槽管理に係る費用など１１８万８，０００円を計上しております。 

  以上、人権啓発課が所管します歳出予算の説明を終わります。 

議長（西 昭夫君） ここで休憩をします。 

休  憩   午前１０時４０分 

再  開   午前１０時５５分 

議長（西 昭夫君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  これから質疑を行います。議案第１６号の質疑につきましては、歳入全体を一区切り、歳

出については１款ごとに区切って質疑を行います。 

  まずは歳入に関する質疑を行います。歳入に関する質疑通告はありません。質疑はありま
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せんか。５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） すみません、歳入の交流施設等の見立てなんですけれども、かなり低設

定で歳入予算組まれているんですけれども、これ、維持管理費が１３０万円ぐらいかかって

おります。 

  ページ。ページは１５ページ、使用料及び手数料の交流施設使用料。笠置町サテライトワ

ークスペース使用料が１万２，０００円、笠置町お試し交流スペース使用料が１万

５，０００円、笠置町移住・定住プラザ使用料が２，０００円となっております。この内訳

があまりにも僕は前向きじゃないなと。前例踏襲というのが行政のルーチンだと思いますが、

実質経費と収入がかなりかけ離れていると思うんですよ。 

  大きく出ろとは言いませんけれども、固定経費ぐらいは目標において、来年度はこう取り

組むという形の表れがこの歳入、目標だと思うんですよね。そこ見合っていないのはなぜな

のかということをお聞きしたいなと思います。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 坂本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  大きな歳出がある中で、この歳入というのは、実質大きな差が出てきているものとして私

も自覚しております。 

  ただ、大きな展望の中でこういう予算を立てるべきとおっしゃることは重々分かっておる

ところなんですが、現実的にサテライトワークスペースにしても、お試し交流スペースにし

ても、移住・定住プラザにしても、５年度の使用がなかったところでございます。 

  ただ、サテライトワークスペースにつきましては、地元さんですとか、社会福祉協議会さ

ん、未来づくりセンターさん、それから、今現に総務財政課さんのほうで起業人さんが活動

してくれております。年４１回は、１２月締めなんですけれども、４１回使用されておりま

す。 

  ただ、こういった活用はしていただいていますが、使用料という面では、収入として入っ

てこないような状況になっています。 

  したがいまして、それぞれの施設につきまして、現状、最低限の頭出し金額というような

形で、このような金額になっているということで御理解いただきたいというふうに思います。 

議長（西 昭夫君） ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  課長、理解は本当にしています。町の事業ですとか、笠置町に関わる方々が使っていると
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いうことも理解はしております。ただ、イニシャルコストでいえば、初めにかけた投資が改

修費用で２，２００万円、そして年間で賃料を払い、水道光熱費を払っていると。これに対

して、じゃ無料で使える方々だけが満足していただけているのはすばらしいことだと思うん

ですけれども、笠置町の財政を鑑みても、あまりにもかけ離れたものになっているのではな

いか。 

  条例で料金等は設定されていますけれども、これ、やっぱり早期にこの条例も見直して、

もうちょっと経費が抑えられるような取組をしてみてはいかがかなと思っておるんですけれ

ども、いかがでしょうか。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 経費を抑えるというのは、可能な限り今、減額に努めておる

ところでございます。 

  そういった中で、少しでも使っていただけるような、今、お試し交流スペースでございま

すと、１週間使用を想定した金額となっております。これを短期、１日、２日というのはど

うか分かりませんけれども、短期のお試しという形の料金設定も加えた中で、活用を少しで

もしていただけるような設定を検討していければなということで今、考えているところでご

ざいます。 

  またいろいろと御意見を伺った中で検討してまいりたいというふうに思いますので、よろ

しくお願いします。 

議長（西 昭夫君） ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  僕がイメージするのは、やはり企業さんに向けて、笠置町というのは学研都市とも近い地

域となっております。料金を見直して、サブスクと今言われる料金設定プラン、月極めです

ね。僕、低料金でもいいと思っているんですよ、数多く営業かければ。笠置町ぐらいの小さ

い自治体なら、やっぱりベンチャー精神といいますか、ハングリーさを持って努めていただ

きたいなと。 

  例えば、賃借料が３３万円とか、何十万円とかかかっている施設がこの交流施設でも多い

と思うんですけれども、３，０００円やったら１００社、３万円やったら１０社みたいなぐ

らい目標をかかげて、どんだけ達成できたのか。だから、来年度もこの予算が欲しいという

ふうな意思表示を含めた予算に反映されるように町の事業が進んでいければなと思いますの

で、ぜひ御検討いただれば幸いかと思います。 



２４ 

議長（西 昭夫君） 答弁はいいですか、答弁。 

５番（坂本英人君） はい。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  １５ページの地方交付税なんですが、これが８億６，０００万円ということで、前年度と

比較をして２，０００万円増額計上されております。内訳として、普通交付税が７億

２，０００万円、特別交付税が１億４，０００万円ということですが、普通交付税は令和

４年度と比較をしますと１億８，０００万円の増額となっております。また、令和６年度は

骨格予算ということですが、どうして普通交付税を令和４年度と比較して１億８，０００万

円の増額とされたのか。 

  また、特別交付税につきましては、毎年１億４，０００万円が計上されておりますが、令

和４年度の実績では１億２，９９３万６，０００円の収入しかなく、１，００６万

４，０００円の歳入欠陥となっておるのに、どうして令和６年度も同額の１億４，０００万

円を計上されているのか説明をお願いいたします。 

議長（西 昭夫君） 総務財政担当課長。 

総務財政課担当課長（森本貴代君） 失礼をいたします。 

  ただいまの由本議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

  普通交付税についてですが、結果を言いますと、令和４年度の最初の当初予算の見積りが

甘かったのかなというふうに思っております。今まで５億４，０００万円ほどの当初の予算

計上をそのまま継続して、その当時の担当が見積もったのが、コロナのこともありまして、

結果的には７億円を超える交付があったというところでございます。 

  それを受けまして、令和５年度以降、京都府の通知に基づきまして、前年対比を勘案しま

して、７億円を超える予算を見積りさせていいただいております。 

  ただ、この間のお話にもありましたように、歳入欠陥があってはならないということです

ので、あまり見積り過多になるのはいかがなものかというところで、今回７億２，０００万

円の計上をさせていただいております。 

  京都府の通知では、令和５年度の前年対比としまして、１０１．２％ですかね、そんだけ

の増額を見込んでいるという通知が来ておるんですけれども、５年度の決算の見込みよりも

少し少なめに見積もっているところでございます。 

  それから、特別交付税につきましては、補正予算のときも申し上げましたとおり、３月に
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ならないと今年度の交付額っていうのが確定しないというところでございます。普通交付税

とは違いまして、こちらのほうから特別な事情、省令に載ってないところのその他の事情の

ところで国のほうに交付税の交付要望をしているところですが、その要望を受けて、どれだ

け交付されるのかっていうところが３月にならないと分からないというところでございまし

て、毎年度これぐらい交付していただきたいというところで、同額を計上しているところで

ございます。御理解いただきたいと思います。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  令和６年度は骨格予算ということですので、また町長が替わられるということで、今後は

肉づけ予算をされるわけですので、あまり当初から予算を多く見ないほうがいいのかなと思

って、次の町長の考えもありますし、そのあたりもありますし、先ほど言いました特別交付

税につきましては、実績が予算を下回っているわけですね。そういったものもよく見られて

予算計上していただかったなという思いがありますので、今後もよろしくお願いしたいと思

います。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  それでは、１５ページの運動公園の使用料４７万８，０００円が計上されておりますが、

３３ページの運動公園管理事業で２６６万３，０００円が計上されております。２１８万

５，０００円が赤字ということです。 

  住民の方の利用も少なく、町外の少年野球のために運動公園を管理しているようなことに

なっておりますので、町外の方の使用料を改定すべきではないでしょうか。見解を求めます。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問、お答えさせていただきます。 

  御指摘ありましたように、かかっている経費のほうがかなり差があります。条例改正も含

めまして、さきに御質問もありました減免っていうところもございますし、近隣に比べまし

ても笠置の運動公園につきましては低い金額となっておりまして、利用される団体がかなり

の希望があるっていうこともございますので、消費税が変更になったときに増額ということ

もしておりませんでしたので、見直しについては検討課題かなというふうに認識しておりま

す。 
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  時期等につきましては、まだいつということは明言できませんけれども、そういった事情

も考慮しながら、見直しのほうは検討していきたいと思っております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。６番、田中議員。 

６番（田中良三君） 田中です。 

  ７６ページの建設産業課長にお聞きします。この…… 

（発言する者あり） 

６番（田中良三君） あかんのかい、まだ。 

（「歳入」「今、歳出言うてる」と言う者あり） 

６番（田中良三君） あっ、そうか。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  それでは、１５ページの笠置いこいの館の使用料１２万７，０００円が計上されておりま

す。その内訳として、ゲートボール場使用料が１２万５，０００円で、個室使用料が

２，０００円ということです。 

  以前、町外の方がいこいの館の個室を利用されたときに、パンフレットを欲しいというこ

とだったんですが、パンフレットがないということでした。もっと個室について、いこいの

館の利活用について取り組むべきではないでしょうか。お考えを聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 由本議員、入で３回なので、４回目は指名したんですけれども、あるな

ら最初に全部一括質疑のような質問のほうが質問回数としてはよかったんかなと思うんです

けれども。ほかにありますか。ほか、ずっとありますか。 

  最初に全部言って、これはもう認めます。認めますんで、最初に全部言ってください。 

  もう一回やり直します。すんません。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  それでは、今のいこいの館の使用料の次に、２１ページのふるさと基金の繰入金が

９５２万５，０００円が計上されております。この基金の５年度末の残高見込額を教えてく

ださい。 

  次に、減債基金繰入金が１９９万７，０００円計上されております。前年度はゼロ円とい

うことでしたが、令和６年度はどのように活用されるのか教えてください。 

  最後に、２３ページの雑入で、施設光熱水費負担分として１２万円が計上されております。

これは社会福祉協議会がいこいの館の光熱水費の負担ということですが、デイサービスでは
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施設貸付料として２６０万４，０００円を負担されているということです。この１２万円が

適切なのか、詳しい説明をお願いいたします。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 初めに、由本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  いこいの館使用料の中で個室使用料、パンフレット等がないのではという御質問でござい

ます。 

  確かに私も担当させていただきまして、いこいの館がそういった個室利用、ゲートボール

も含めまして、そういった活用をしているにもかかわらず、適当なパンフレットなり案内が

ないということに気になっていたところでございます。 

  こういったことで、利用を促進していくならば、やはりそういったことは検討していく必

要があると思いますし、一定整備する必要があると思います。また検討させていただきたい

と思います。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  ２３ページ、雑入で御質問いただいた件の回答をさせていただきます。 

  光熱水費相当分ということで、電気代、水道代合わせましての金額となっておりまして、

大体月平均１万円弱いうことで、１２万円上げさせていただいております。 

  施設の使用料という、部屋の使用料というところの設定ではなくて、光熱水費負担相当と

いうところでしたので、雑入いうところで上げさせていただきました。 

  それから、すみません、ふるさと基金の残高ですけれども、今ちょっと手持ちの資料を下

で忘れてしまいまして、残高のほうははっきりとお答えできません。後ほどちょっとまた御

説明させていただきたいと思います。 

  減債基金のほうにつきましては、担当課長のほうから説明させていただきます。 

議長（西 昭夫君） 総務財政課担当課長。 

総務財政課担当課長（森本貴代君） 失礼をいたします。 

  私のほうから減債基金についてお答えをさせていただきます。 

  補正予算のときにもお話をさせていただいたんですけれども、令和５年度の交付税の追加

交付の中に臨時財政対策債償還基金費というのがございまして、その分で３９５万

６，０００円を積立てをさせていただいたところでございます。 

  国からの通知にありまして、その分につきましては令和６年度と令和７年度の臨時財政対
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策債の償還に充当してくださいという通知がございましたので、その分の令和６年度の分を

計上させていただいているところです。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  ３４ページのいこいの館の修繕…… 

議長（西 昭夫君） 松本議員、今、歳入。 

２番（松本俊清君） ああ、そうか。じゃ、次言うわ。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで歳入の質疑を終わります。 

  次に、歳出の質疑に入ります。 

  まずは、１款議会費の質疑を行います。議会費に関する質疑通告はありません。質疑はあ

りませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで１款議会費の質疑は終わります。 

  次に、２款総務費の質疑を行います。まず、向出議員の発言を許します。通告に従い一括

で質疑をしてください。１番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  通告に基づきまして質問させていただきます。 

  ３７ページの総務費の中で、項目としては防災諸費の中で、木造住宅の耐震改修事業が上

がっています。この耐震改修事業、なかなか診断の実績も上がっていないとは思うんですが、

その中で、なかなか進まない状況がある中で、例えば耐震改修の意義について、一定啓発を

するようなイベントであるとか、そういう開催とかをされることによって、この事業、推進

をしていくという取組も大事かなと思うんですが、この耐震改修だけではなくて、防災全般

とかも含めまして、そういうイベント、啓発等の取組についてはどのようにお考えでしょう

か、お聞きをしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） これ、一括になってる。 

１番（向出 健君） すみません、失礼しました。 

  それと、もう一つですが、耐震改修、平均額がいろいろ出ていたりはしているんですが、

場合によっては、かなり高額になる場合も想定がされて、そのためになかなか耐震の診断を
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受けた場合でも、実際に費用負担が高過ぎるということで、なかなか困難な状況があるので

はないかと思います。 

  そうした中で、耐震改修の費用、建築業者とか専門家とかも相談をされまして、比較的安

価な方法の開発とか、そういうことも踏み出していくことが大事ではないかと思いますが、

その点も含めて質問をさせていただきます。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  向出議員の御質問、お答えさせていただきます。 

  耐震改修の事業ですけれども、おっしゃるとおり、町のほうに診断、それからお問合せは

ありましたけれども、実際改修をするための補助金の交付というのは、もうここ数年何もな

い状況でございます。 

  昨年１１月１９日ですけれども、こちら、京都府のほうが主催いたしまして、高の原イオ

ンのほうで耐震促進フェアというものを開催いたしました。職員のほうも当日、相楽郡、木

津川市の職員がそこに行って、啓発活動を行ったところです。 

  京都府さんのやられているところに参加させていただきましたということですけれども、

今後、おっしゃっていただきましたように、避難訓練も実施については、いろいろと進めな

いといけないこともございますので、そういう機会を利用した中でのイベント開催、啓発と

いうところは必要やないかというふうに認識しております。 

  それから、耐震改修の費用の件ですけれども、現在、町のほうで改修、それから耐震診断

士の派遣に関しましては、国なり京都府さんの要綱に従いまして補助金の設定をしておりま

す。 

  耐震診断士の派遣といたしましては、予算５万２，０００円を計上しておりますが、この

派遣に関しましては、総額大体５万５，０００円と見まして、個人負担が３，０００円のみ

の負担というところです。それ以上にかかるというところにはなっておりませんので、まず

耐震診断受けていただいて、自分の家が丈夫なのかどうか、耐えられるのかというところも

確認できるのではないかというふうに思っております。 

  改修の費用ですけれども、設計と工事の５分の４というところで、１００万円を上限で補

助金を交付させていただくこととしております。 

  こちら、改修となりますと、大きな、もっと大きな金額になるということも御指摘あった

ところでございます。ただ、簡易改修というところで、４０万円を上限にしておりまして、
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これは５０万円以上の経費の５分の４で４０万円の限度の補助なんですけれども、例えば耐

力壁と言われる壁を設置したり、筋交いを設置する。また、屋根瓦を軽量化するというふう

なことに対しても補助金を出させていただけます。 

  また、一部の部屋だけを強化するというようなシェルター、これ、ちょっと難しいところ

はあるかもしれませんけれども、それに対しても３０万円の補助というところにしておりま

すし、今、町のほうで検討しておりますのが、来年度、令和６年度で導入できたらというふ

うに考えておりますのが、家屋の中の耐震が難しい建物の除去に係る分ですね。危険と思わ

れる家屋の除去というところにも補助金出せないかというところで検討しているところです。 

  今言いましたように、簡易な改修というところ、この庁舎のほうでも、窓を多いところを

壁にしたというところもございますので、簡易改修というところでしたら、４０万円の補助

もあるというところで、こういうところも含めまして啓発をした中で、利用が上がればとい

うふうなことも考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 傍聴者に申し上げます。電源を切るか、マナーモードにお願いします。 

  ほかに質疑はありませんか。総務費に関してほかに質疑ありませんか。２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  先ほどちょっと言うたんですが、３４ページのいこいの館の修繕料ですか、３０万円。こ

れ、出ているんですけれども、これ、ちょっとしばらく詳しく説明してもらいたい。いうの

は、令和４年、５年、６年と同額の金額が計上されているんですね。３０万円はどういうと

ころに使われるのか、内容をちょっとお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 松本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  笠置いこいの館管理運営事業における修繕費は、これまでも合併浄化槽の水中ポンプの修

繕や吸収冷温水機の修繕に活用してまいりました。令和６年度も同様に、突発的に発生し、

緊急に対応が必要となる小修繕に対して予算を計上しているところでございます。 

  修繕内容につきましては、令和４年度は合併浄化槽汚水汚物用の水中ポンプ修繕及び調整

ポンプ槽フロートスイッチ修繕で２５万４，１００円、令和５年度は吸収冷温水機バーナー

用のフレキシブルホース修繕や合併浄化槽の調整ポンプ槽起動用フロート修繕で２９万

２，５００円の支払いを予定してります。 

  予期せず、なおかつ至急に対応が必要なものにつきまして、基本３０万円で計上している

ところでございます。以上でございます。 



３１ 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番、松本です。 

  そうすると、便所、手洗い、今、使用不能になっていますね。それはこの修繕代からは出

ないんですか。どういうことなんですか、そういう点は。 

  というのは、社協が入っているとき、あれは便所つきだと思うんですね、事務所やるとき。

そうすると、これは町が出すのか、社協が出すのかという基準があるはずですよね。賃貸契

約書の中でうとうてありますね、負担はどうするかと。１２条ね。だから、どちらが原因で

便所の修理されるのか、その点、見解を教えてください。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 松本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  修繕につきましては、今、見積り等を取った中で、対応できないかどうか、今検討してい

るところでございます。施設は、基本的には町の管理物ですので、トイレの修繕等は対応し

てけるものと、していかなんものというふうに考えております。 

  言われているような分担につきましては、またちょっと検討していただいて、また今後、

対応してくることになるかと思います。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ２番、松本議員。 

２番（松本俊清君） ２番。 

  理由は何であれ、やはり非常に洗面所、大概止まっているんですよ、便所も。早急に対応

してもらいたい。だから、それがこの予算に入ってなかったもんで、この修繕が３０万円と

いう形になっているので、お聞きしただけです。 

  新たにまた早急にやってもらえば結構ですけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  今の３４ページの笠置いこいの館の管理運営事業費で１，１２３万８，０００円が計上さ

れております。 

  笠置いこいの館が休館して数年が経過しておりますが、その間、多額の公費が投入されて

きました。町長は就任以来、いこいの館を再建するということでしたが、この３月で任期が

満了し、退任するとのことです。それなのに、令和７年度中にいこいの館を再建するという

ことです。 

  令和５年５月臨時会において、町長は令和６年度からデイサービス部分の空調電源の分離
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作業を行いたいということで、準備を行っていると発言され、また社会福祉協議会について

も、基本的には年度内に移転をしていただくという発言をされておられましたが、これらの

ことは今回の予算にどのように反映されているのか説明を求めたいと思います。 

  それと、次に３６ページ、地域活性化起業人事業で３８０万円、前年度と比較をしますと

７４０万円の減額となっております。これは、いこいの館起業人１名の半年分の人件費と伺

っておりますが、この起業人を雇用して、どのようなことをしていくのか説明を求めたいと

思います。 

  次に、３７ページの防災事業の木造住宅耐震改修事業で１４５万２，０００円が計上され

ておりますが、前年度と比べて３０万円の減額となっております。今年能登半島地震が発生

し、この事業はとても重要だと思いますが、この事業の内容の具体的な説明と、住民に対し

てＰＲをするべきだと思いますが、お考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 由本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  地域活性化起業人の今後どのように活用といいますか、活動していっていただくかという

ところでございます。 

  地域活性化起業人は、一日も早いいこいの館の再建を目指すために、これまで今年度の調

査結果に基づく再建案の提示や再建方針への助言、また町の方針に基づいた具体的な再建改

修計画案の作成及び改修事業の実施を具体的に進めてもらうために、４月からその業務を行

っていただくために予算を計上しているところでございます。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問ありました防災事業の耐震改修ですけれども、令和５年度の当初予算に

おきましては、先ほど向出議員のときにも御説明させていただきました本格改修の１００万

円で１件、簡易改修で１件の４０万円、それからシェルターの３０万円ということで、

１７０万円の計上をしておりましたが、本年度はそのシェルター部分を抜いております。 

  今後につきましては、先ほどもお話しさせていただきましたとおり、除去に係るものとい

うものを含めた中で、補正なりの対応をさせていただけたらというふうに思っております。 

  啓発が足らなかったというところはもちろんございますので、新年度に入りましてから、

チラシ等、補助事業があるということをお知らせさせていただきたいと思います。以上です。 

議長（西 昭夫君） 町長。 
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町長（中 淳志君） ただいまの由本議員の御質問でございます。 

  いこいの館から社協を立ち退いていただくということを考えておったんですが、３月末ま

でに調整ができませんでした。今後については、次の新しい町長さんとちゃんと引継ぎをし

た上で、どのようにされるのかお話決めておきたいと思います。どうも申し訳ないです。以

上です。 

議長（西 昭夫君） 町長、１つ目の質問にも答えてください。空調の電源分離。 

町長（中 淳志君） 由本議員の電源分離の話でございます。 

  空調については、まずどの程度の費用がかかるのかということで、担当課のほうで調べて

いただいておりました。ちょっと報告受けてないです。 

  完全電源分離の話になりますと、これは関西電力との契約の話があるので、キュービクル

を設置して、また完全に部屋を遮断しないと、キュービクルは２基置けないということらし

いので、それについては不可能やと。 

  電気代の分については、子メーターを設置するということで、処理というか、作業は終わ

っているというふうに認識しております。 

  ７年度までにという話ですが、７年度までに再開できるように、今後継続した改修計画と

いうのを出していただきたいというふうに考えております。以上です。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 由本議員の御質問にありました空調の電源分離につきまして、

今、町長のほうから回答があったんですけれども、この事業につきましては、課内のほうで

見積りを取った中で、いろいろ費用面について検討してまいりました。町長にも当然その見

積りのほうをお見せさせていただいて、検討した結果、予想外のやはり費用がかかるという

中で、これはやはり処理していけないやはり金額であるという結論の中で、これまでの実績

を基に案分していくほうが効率的にも費用面でも正しいのではないかという判断の中で、空

調の電源分離については断念したところでございます。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） 暫時休憩します。 

休  憩   午前１１時３５分 

再  開   午前１１時５０分 

議長（西 昭夫君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  町長。 

町長（中 淳志君） 先ほどの私の答弁、ちょっと誤解もありまして、訂正をさせていただい
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た上で、ちょっと取消しをしたいと思います。 

  先ほど由本議員のお話の中でありましたエアコンの分の電源の分離作業を進めたいという

お話をさせていただいておりました。 

  実際、担当課のほうで見積りを取っていただいて、私が最初思っていたよりも非常にたく

さんの機器を設置しないといけない。しかも、それはかなりの高額になるということを報告

受けまして、ちょっと実際問題、そうした形での空調の分離っていうのが非常に難しいとい

うことになりました。そういう結論が出ております。 

  したがいまして、空調の分離ということについては、今のところ断念させていただいたと

いう状況でございます。以上です。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  町長、もう３月で任期が満了しますので、あんまり言ってもしようがないんでしょうけれ

ども、福祉協議会の移転の件だったり、今のデイサービス部分の空調電源の分離の件という

のは、安易に発言をしないでいただきたいと思いますので、よろしくお願いをしておきます。 

  次に、地域活性化起業人を採用して、いこいの館再建に向け、現状、現況の把握に努め、

補助金等を活用した資金の調達や改修計画骨子の作成を３月末までに業務に従事するという

ことで、事業やコスト面では、１月末までに収支算出するということでしたが、その収支算

出の結果はどうだったのか、また地域活性化起業人の方の意見や考え方はどのようにこの予

算に反映されているのか説明をお願いしたいと思います。 

  ３７ページの地域活性化起業人活動補助金が１００万円計上されております。令和５年度

で減額補正をされると思います。本当にこの補助金１００万円が必要なのか説明をお願いし

たいと思います。 

  次に、防災事業で、京都府は能登半島地震を受け、２４年、２５年限定で木造住宅の耐震

改修に対する補助事業に補助額を拡充するということを発表されております。笠置町でも積

極的にこの事業に取り組むべきだと思いますが、お考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員から御質問いただいております防災関係のほうについて答弁させていただきます。 

  京都府さんのほうも、この耐震改修につきましては、かなり本当に今年に入りましてから

力を入れておりまして、先ほど除去というところも説明させていただきましたが、それにつ
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いても町のほうでも取り組みたいと思っております。 

  京都府さんの制度改正を受けまして、うちのほうでも拡充して、住民の皆さんにＰＲしな

がら取り組んでいただけたら、補助金の活用していただけたらというふうに考えております。 

  今現在、どのような要綱でというところがまだ把握できておりませんので、新年度に入り

ましたらすぐにでも取りかかるようにさせていただきたいと思っております。以上です。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 由本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  今年度の起業人の成果につきましては、今、起業人のほうで取りまとめているところでご

ざいます。この成果の結果は、次回のいこいの館運営対策特別委員会のほうで報告される予

定となっております。 

  また、今年度予算につきまして、起業人の意見を反映されているのかというところでござ

いますが、現に今年度につきましては、あくまでも骨格ということで、いこいの館の維持管

理、最低必要な維持管理のみとなっておりますので、特に起業人の意見は反映されてないと

ころでございます。 

  最後に、企業人の活動補助金につきましては、必要なのかと、その額が必要なのかという

ことでございます。 

  あくまでもこれは国の基準に基づいた額の提示でございます。その中で、不要となったも

のにつきましては、令和５年度の補正予算同様、減額という対応にさせていただきたいとい

うふうに考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  防災事業で、町営住宅については、有市団地で耐震工事が行われておりますが、奥田団地

は昭和２８年に建築され、後谷団地は昭和３７年に建築をされております。入居者の方がこ

れらの事業を望まれた場合は、どのようにすればよいのでしょうか、お尋ねします。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  由本議員の御質問ですけれども、町営住宅に関しましては、建設産業課のほうでの事業実

施になると思っております。 

  耐震診断士の派遣にいたしましても、町所有の建物となっておりますので、こちらはまた

建設産業課のほうの所管になるかなというふうに考えております。以上です。 
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議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  町営住宅の耐震の関係でございますが、現在、有市団地と奥田団地の一部については、耐

火附属の住宅がございまして、そちらにつきましては、耐震改修等を行っておるところでご

ざいます。 

  由本議員おっしゃられたように、ほかの木造住宅につきましては、現在、耐震改修という

ことは予定はしておりませんが、ちょっと使用者の方からの御要望等、御意見を伺いながら、

検討してまいりたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。１番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  予算書の３１ページのホームページ管理事業についてお尋ねをいたします。 

  事前の総合常任委員会での説明では、見にくいところや検索しにくいところもあるけれど

も、現状でいきたい旨の説明をお聞きをしていますけれども、やはりそういう点認識されて

いるのであれば、何らかの対応をすべきではないかというふうに思います。 

  説明の時点では、住民から何らかの反応や声があったら対応したいという趣旨の説明では

ありましたけれども、問題が分かっているのであれば、やはり何らかの改善策を考えていく

べきではないか。骨格予算なので、これからという考えもあるのかとは思いますが、その点

についてお伺いをしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  向出議員の御質問、お答えさせていただきます。 

  ホームページにつきましては、令和５年度でも必要ではないかということで、一応予算の

ほうも検討したところではございますが、その下のシステム使用料、情報発信強化というと

ころで、ＬＩＮＥの機能を付加させていただきまして、プッシュ型の通知なりも実施できる

というふうに思っております。 

  この本体のホームページの内容が、そのまままたその内容を一部ＬＩＮＥのほうでの発信

ということも可能になってきますので、改修も、説明させていただきましたとおり、必要と

いう認識はずっと持っておりまして、何かしらできたらとは思っておりますが、まずＬＩＮ

Ｅ、来年度から本格実施していきますので、そちらの方でまず補充といいますか、それを補

えたらというふうに考えております。 
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  議員もおっしゃっていただきましたように、住民さんの見にくいというお声もまたあるか

と思いますので、今後、十分庁内のほうで各課とも検討しながら進められたらというふうに、

改修が可能かどうかというところを考えていきたいと思っております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで２款総務費の質疑を終わります。 

  ここで休憩に入ります。 

休  憩   午後０時００分 

再  開   午後１時００分 

議長（西 昭夫君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に、３款民生費の質疑を行います。まず、坂本議員の発言を許します。通告に従い一括

で質疑をしてください。 

５番（坂本英人君） ５５ページ、民生費、児童福祉費、児童福祉総務費について、こども計

画策定事業についてですが、笠置町が考えている…… 

議長（西 昭夫君） 坂本議員、ごめんなさい。その前に、ごめんなさい。もといでいいです

か。ごめんなさい。 

５番（坂本英人君） はい。 

議長（西 昭夫君） すみません。 

５番（坂本英人君） 全く問題ないです。 

議長（西 昭夫君） すみません。 

  その前に、午前中の由本議員の質問に対する答弁の補足がありますんで、すみません、総

務財政課担当課長。 

総務財政課担当課長（森本貴代君） すみません、失礼をいたします。 

  午前中に歳入のところで由本議員から御質問がありまして、資料を持っていなかったとい

うことで、答弁できなかったふるさと基金の令和５年度の残高についてですが、令和５年度

末、これは令和５年度のいこいの館に係る経費に充当する財源の確定ができておりませんの

で、概算というところでお許しをいただきたいんですけれども、５年度末の残高で

２，９００万円と見込んでおります。 

  今回、当初予算での繰入れを入れますと、令和６年度末につきましては１，９００万円の

現在高になるかな、残高になるかなと思っています。 
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  一般質問でもお答えさせていただきましたとおり、このふるさと基金につきましては、抜

本的な改正、見直しが必要かなというところでございます。 

  基金も残り僅かになってきておりますので、その改正につきましては早急に考えていきた

いというふうに思っております。 

議長（西 昭夫君） 坂本議員、失礼しました。５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  ５５ページの民生費で、児童福祉費、児童福祉総務費についてお聞きします。 

  こども計画策定事業について、笠置町が考えている計画の柱は何でしょうか。 

議長（西 昭夫君） 一括で。 

５番（坂本英人君） 次もええのかな。衛生費や。 

議長（西 昭夫君） 民生費や。すみません。 

５番（坂本英人君） そうやろう。 

議長（西 昭夫君） うん。保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの坂本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  こども計画に関しましては、予算の説明でも言いましたように、令和５年４月に施行され

たこども基本法により、町の子供施策についての計画を定めることが努力化されたものに伴

い、新たに策定するものでございます。 

  策定に当たりましては、国で定めたこども大綱、それから都道府県の計画を勘案して定め

るようにということで国のほうも発言しております。 

  町といたしましては、今後の国や府の動向を注視しつつ、その計画の内容等を検討を進め

ていきたいというふうに考えております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  今年度の主たる事業内容として、アンケート調査を実施するというふうになっておるんで

すけれども、笠置町が定義する子供の年齢、実年齢というのは、何歳から何歳までを子供と

いう定義で収め、どのような子育てが笠置におけるベストなのか。それが京都府、子育て日

本一目指しておられます。その中で、笠置町、京都府で一番人口が少ない町ではございます

が、どういうふうに子供が育っていくことを行政として望まれているのかお聞きしたいなと

思います。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 
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保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの坂本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  子供の年齢ですね、考えている定義する年齢というのは、やはり民法でもありますように、

１８歳以下ではないのかなというふうに考えております。 

  それから、どのように子育てを進めていくのがベストだというところですけれども、やは

り前回つくった子ども・子育て計画にもありますように、子供は宝であるというところから、

地域全体で応援していけるために、いろいろな施策を進めていきたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

議長（西 昭夫君） ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  本当に人口が減って、いろいろなことが考えづらくなってきたりとか、支出と収入が見合

わなくなってくることがたくさんあるかと思うんです、これから先もね。そんな中で、やっ

ぱり子供が宝だと思うという行政が示すこのこども計画ってすごい大事になってくると思う

んですよ。 

  例えば、先日も子ども食堂のほうに参加させていただいたんですけれども、そこに今、

１歳になる少し前ぐらいのお子さんが来ているんですけれども、泣こうが、笑おうが、みん

な笑顔なんですよ。これがやっぱりすばらしいなと。久しぶりに、僕の子供も、もう次、中

学生になるぐらいなんで、僕としても、もうそれぐらいの子供を持つことがないんですよね。

それを見たときのあのみんなの笑顔が、やっぱりこれ、ほんまに宝やなと思ったんですよ。 

  中学生にしても、今年度、木津高や、そして桃山高校、うちの娘で西京高校に合格したん

ですけれども、笠置の子供、人数へっても、一生懸命外と勝負しに頑張りに行っているんで

すよ。だから、本当に笠置で生まれた子供たちの可能性が、人口や財源やみたいなネガティ

ブに負けることのない計画をつくってほしいなと思っていますし、今、子育て大変なお母さ

んが、本当に行政あってよかった、笠置町やからよかった思ってもらえる、コンサルティン

グ任せにならない計画をぜひつくっていただきたいと思いますので、その辺、どうお考えで

しょうか。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの坂本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  コンサル任せにならないようにということで、コンサルに委託するについても、自分たち

が持っていないノウハウであったりというのは、やはりその部分についてはコンサルにお願

いする部分があるのかなと思いますけれども、やはり言われているように、中身については、
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積極的に行政なり、またいろいろなアンケートや基礎調査を通じて検討していけたらなとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  ５５ページの児童公園の維持管理事業で８７万円が、前年度比３万６，０００円の増額と

なっております。今回新たに消耗品費で８，０００円、修繕料で３万円が計上されておりま

すが、そのあたりの詳しい説明をお願いいたします。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  児童公園の維持管理費用ということで、わかさぎ公園と児童館下の公園の草刈り業務であ

ったり、トイレ清掃の費用を入れさせていただいております。 

  それから、今回上げさせていただいた消耗品については。防さびスプレー等を購入させて

いただいて、それを使わせていただくところでございます。 

  それから、修繕料につきましては、それぞれの公園に対しての突発的な修繕に対して対応

するために、今回３万円を計上させていただいたところでございます。以上です。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  私、以前に指摘をさせていただきましたわかさぎ公園の入り口のところの看板、これがも

う判読ができないということを申し上げたんですけれども、そういったあたりの修繕とか、

中ですね、タイヤのものがあったりとか、何か記念碑が壊れていたりとかしているんですけ

れども、そのあたりはどう考えておられるんでしょうか。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  議員から御指摘いただいたタイヤであったり、それから記念碑の看板が倒れていたりとし

たものについては、昨年度、職員のほうで対応させていただき、タイヤについては、抜いた

りとかして対応させていただきました。 

  それから、公園の看板につきましては、議員おっしゃるように、判読しがたいというとこ

ろですので、今回、突発的な修繕というふうな形で３万円計上させていただいておりますけ

れども、その中で対応できるもについては対応させていただきたいというふうに考えており

ます。 
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議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  やはりこのわかさぎ公園は、駅にも近く、河原のキャンプ場の降り口でもありますので、

やはり町内外からの方が利用されると思うんですね。そういったあたりで、年間、やっぱり

草が茂っていて利用ができないような時期があると思いますので、そのあたり、もう少し草

刈り等していただいて、管理のほうをよろしくお願いをしておきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。３番、大倉議員。 

３番（大倉 博君） 大倉です。 

  ５１ページのですね、再三言っていますけれども、鉄道運賃の助成事業なんですけれども、

これも何年ももう昔から１６万５，０００円。何も増えてない。関西本線が本当に維持がで

きるかどうかというね、笠置町として本当に関西線の維持のために何をやっているんかとい

うことを本当にお願いしたいということを何遍も言っているんですけれども、そのまま

１６万５，０００円。骨格予算もあると思うんですけれども。 

  そして、３５ページには、もう済みましたけれども、関西本線の利用促進事業とかありま

すけれども、別これ、何も、本当に関西本線のために何をやっているか。これは会議とかそ

んな予算だけでね。だから、唯一これ、鉄道運賃を助成、１６万５，０００円、これ、もう

１０年来同じな数字ちゃいますか。 

  本当に真剣にね、関西本線がなくなれば、少子高齢化等に、その辺再三言っているんです

けれども、お願いしているんですけれども、何もこのままの数字なんですよ。いかがですか。 

議長（西 昭夫君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） ただいまの大倉議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  鉄道運賃助成事業につきましては、これまでも大倉議員はじめ、ほかの議員からも見直し

であったりとかいう御意見を伺っております。 

  それから、保健福祉課で計上させていただいておる鉄道運賃助成事業については、高齢者

の負担軽減と、及び鉄道の利用促進ということで、現在は７０歳以上の方、それから年間

６回の補助というような形でさせていただいております。 

  今回、昨年同様の内容でどうなんだという御意見でございますけれども、この件につきま

しては、新たな新町長の方針も伺って、内容については検討していきたいというふうに思っ

ております。以上です。 
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議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで３款民生費の質疑を終わります。 

  次に、４款衛生費の質疑を行います。まず、坂本議員の発言を許します。通告に従い一括

で質疑をしてください。５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ６２ページ、衛生費、清掃費、塵芥処理費についてお伺いいたします。 

  ごみ処理の広域化検討事業についてお聞きします。笠置町が考えているごみ処理の理想は

どのようなものでしょうか。 

  人口減少が著しい笠置町ですが、本事業に係る大規模な支出が懸念されます。私は民間事

業者が参入できる仕組みが理想だと考えますが、笠置町はどのようにお考えでしょうか。 

議長（西 昭夫君） 税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） ただいまの坂本議員のごみ処理広域化検討事業についてお答えさ

せていただきます。 

  笠置町が考えているごみ処理の理想についてでございます。 

  まず、ごみにつきましては、混ぜればごみ・分ければ資源という考えでおります。ごみを

ごみとしてではなく、資源として出していただくことで、再利用できるような仕組みという

ものをつくっていき、ごみの量を抑えることこそごみの処理の理想であるという、そこの原

点があるというふうに考えております。 

  続きまして、人口減少が著しい笠置町において、ＰＦＩなどの民間事業の参入できる仕組

みについて御質問いただいたかと思います。 

  こちらにつきましては、平成３１年の環境省通知に広域化、集約化の必要性が記載されて

おります。その中で、ＰＦＩの手法も含めた民間活力の活用や施設間の連携により、施設整

備と廃棄物処理の効率的な事業となるように努めることが必要であるというふうに記載され

ており、交付金を活用して施設を整備する際には、この導入の検討を行うようにというふう

に要件がなっております。 

  こういったことからも、笠置町としても、この民間事業の参入できる可能性というのは検

討するべきだというふうに考えております。以上です。 

議長（西 昭夫君） ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  本当にここは人口が減っていて、住民が出すごみの量が減っていくと。その中で、初期投
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資が大きくなって、それが少ない排出量のごみ処理量に加算されていくとなったら、分母と

分子がかなり変わってくるじゃないですか。その中で、住民負担を大きく強いるのはなかな

か難しいと思っているんですよね。だから、なるべく本当にイニシャル、初期投資をそれだ

け下げられるかというのが、今回僕が一番重要視しているところなんですよ。 

  今入っている市町村の中でも、一番うちが少ないというのが明確化されているので、もう

少しこれが話が進んできたら、そっちの不安ばっかり住民さんが思うような時期が絶対に来

るはずやと思っているんですね。 

  ですんで、行政としてできる初めの仕事は、笠置町の方針、在り方で、どうすれば住民さ

んも納得して、理解して、ごみが安心・安全に排出できるというふうな環境をつくることが

多分一番手前で必要なことだと僕は思っています。 

  ですんで、人口は小さいですけれども、負担金出すのも一緒。条件はみんな一緒で出せる

はずなので、この一丁目一番地ってよく政治で言われる部分をね、いかに自分たちの思いを

込めて、住民さんの思いを乗せて交渉に当たれるかというのが焦点になってくると思うので、

ぜひぜひ住民の負担が少ない、そしてサービスが低下しない、そこがどこにあるのかという

ことを行政でしっかり考えてもらって、各市町村に訴えていただきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで４款衛生費の質疑を終わります。 

  次に、５款農林水産業費の質疑を行います。農林水産業費に関する質疑通告はありません。

質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  ６５ページの林道維持事業で７３２万円、前年度比で１４６万８，０００円の減額となっ

ております。阿蘇林道の維持管理が特に必要ではないかと思うんですが、そのあたりの説明

をお願いしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  阿蘇林道の維持管理についてでございますが、これまでは職員の巡回と草刈り等において

維持管理をしてまいりました。まだなかなか職員だけの手では正確といいますか、適正な維

持管理にはなっていないかなという現状があります。 
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  令和６年度予算には阿蘇林道独自の予算というのは反映できておりませんけれども、肉づ

け予算等で可能な限り予算化してまいりたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  なかなか職員だけでは維持管理というのは大変だと思うんですけれども、今回は１４６万

８，０００円を予算を減額されているということですので、そういった予算を活用していた

だいたらいいかと思うんですけれども、加茂笠置組合で、加茂町から鉄塔のところまで徒歩

での通行が可能なんですが、その先、阿蘇林道まで通行ができないような状態です。阿蘇林

道の維持管理がもう不十分だと思うんですが、この維持管理について、先ほど課長のほうも

おっしゃっていましたので、積極的なまた取組のほう、よろしくお願いをいたします。 

議長（西 昭夫君） 由本議員、いいですか。 

７番（由本好史君） はい。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。６番、田中議員。 

６番（田中良三君） 田中です。 

  この森林環境基金事業で５５０万円強が積み立てられていますけれども、これは何のため

に積み立てているお金ですか。何に使うため、目的は。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） ただいまの田中議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  森林環境基金事業でございます。５５０万８，０００円につきましては、京都府譲与税の

令和６年度の見込みにより５５０万８，０００円を予算化させていただいております。 

  内容につきましては、一昨年ほど前から町内の森林整備計画にのっておらない、早急に手

を入れたほうがいい、災害等起こらないために森林整備を目的に、現在、サポートセンター

にお願いして、現地確認、測量、森林所有者さんに意向確認をして、町のほうで森林整備を

するという形で森林整備を行っております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで５款農林水産業費の質疑を終わります。 

  次に、６款商工費の質疑を行います。質疑はありませんか。５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  ６８ページ、商工費の産業振興会館費、正面玄関の内側の自動ドアのセンサーがかなり傷
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んでいるんですよ。今月の１８日に育成協会さんが主催されているイベントがありまして、

そこで結構来場があったんですけれども、内側のセンサーが外側から入るときに、もう真下

に行かないとセンサー利かないんですよ。どうなるかといったら、１人目入って、すぐ連な

って入ろうとしたときに、ほんまに挟まるんちゃうかというタイミングで閉まるんですよ。

もうこの日は内側の電源切ってもらって、開けっ放しで対応させてもらったんですよね。も

う事故が起こっては駄目だと思ったんでね。それぐらい危険なんですけれども、産業振興会

館は維持管理計画、いつ立てましょうか。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 坂本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  産業振興会館の自動ドアのことについてでございます。申し訳ございません。私、そうい

う状態であることは認識できておりませんでした。そのことにつきましては、先ほどもおっ

しゃっていただきましたように、安全確保をまずした中で、対応を至急検討したいと思いま

す。 

  産業振興会館の計画につきましては、今、具体的にどうこうということは考えておられな

いところなんですけれども、そういった点も十分検討していかなならん中身であるというこ

とで認識しております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ５番、坂本議員。 

５番（坂本英人君） ５番、坂本です。 

  産業振興会館も築年数なかなかたっていると思うんですよ。ここはどんどん多分傷みが激

しくなってきたりとか、想定外の事故が起こりかねない状況になってくるのかなと。雨漏り

も見受けられるような天井の染みも多く見られます。建てたら、責任を果たしていかなあか

んということがあると思いますので、行政として必要な手だてを考えていただいて、安全・

安心に利用できる産業振興会館であっていただきたいなと思います。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  ６７ページの観光費なんですが、令和６年度はイベント事業が全く計上されていないとい

うことです。桜まつりはどのようにされるのか、また四季彩祭実行委員会はどのようになっ

ているのかお聞かせください。 

  それと、６８ページの観光協会補助金が５０万円計上されております。河原のごみ、し尿

の処分費ですね。これをどのように検証され、５０万円を計上されているのか説明をお願い
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したいと思います。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 由本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  桜まつりについてでございます。 

  桜まつりにつきましては、令和６年の桜まつり、２０２４桜まつりにつきましては、３月

３０日の開催を予定して、今、準備を進めているところでございます。 

  次年度の分につきましては、町長が替わられるということですので、新たなイベントにつ

いては、一切今回計上をしておらないところでございます。一旦桜まつりについても、次回

の開催については白紙としておるところでございます。 

  四季彩祭実行委員会の件についてでございます。 

  四季彩祭実行委員会につきましても、現状、町長が会長を務めております。そういった関

係で、町長が替わられるということは、白紙とは言いませんけれども、四季彩祭実行委員会

の会長が替わられるということにもなりますので、イベントは一旦予算計上しておりません

ので、もう一度改めて皆さんと一緒に諮っていくというようなことになるかと思います。 

  ３月の最初に実行委員会もございますので、そういった点は、また一定実行委員会のほう

で整理もされていくかというふうに考えております。 

  最後に、観光協会の補助金でございます。 

  観光協会の補助金といたしましては、今年度の活動状況等を確認した中で、予算計上をさ

せていただいております。 

  近年のアウトドアブーム、キャンプ人気も一定落ち着きを見せまして、一時期のような爆

発的な集客にも変化が見られております。本年度は夏の猛暑の影響もございまして、７月後

半より８月はキャンプ客が非常に少ない時期が見られました。また。６月と８月に大雨、冠

水によりキャンプ場の閉鎖や利用区域の制限など、これまでのような集客ができていない状

況でございました。 

  観光協会からの報告によりますと、４月から１２月までのキャンプ場の利用者が７万

４，３５８人、令和４年度の同じ時期と比べまして１万７，６４３人の減少、対前年で

１９．２％の減との報告でございます。 

  また、今年度は、台風等の大雨の影響によりまして、２度もキャンプ場が冠水し、土等が

流されるといったことが起きました。観光協会はその修復に着手されております。 

  こういったことなどを考慮いたしまして、補助金につきましては、家賃代と事務所維持に
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係る経費の相当分ということで補助することが必要として、前年度と同額の５０万円を計上

しているところでございます。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  そしたら、先ほど４月から１２月が７万４，０００人ということですが、１月から３月の

分はどれぐらいだったのか。 

  それと、河原のごみ、し尿の処理費用、町が負担している分はどれぐらいだったのか、そ

のあたりを教えてください。 

議長（西 昭夫君） 商工観光課長。 

商工観光課長（石川久仁洋君） 集客につきましては、１月から３月分はまだ現状としては報

告は受けておりません。 

  それから、ごみの負担分等ですが、それは私のほうはちょっと認識をしておりません。申

し訳ございません。 

議長（西 昭夫君） どっか答えられるところはあるの。税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） ただいまの御質問の中で、観光協会のごみの量のことで御質問が

あったかと思います。 

  観光協会のみとしては、今現在はちょっと把握できる資料は持ち合わせてはおりませんが、

１月から３月ではなくて、令和４年度１年間のごみの事業系のごみに係る総量でしたら、全

体の約２２．２％が事業系のごみというふうになっておりおます。観光協会だけという数字

は、ちょっと申し訳ないですけれども、こちらでは把握できておりません。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本委員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  この河原のごみ、し尿の処理費については、ごみ関係は連合のほうでも料金の改定をされ

ておりませんので、やはり１００万円近く町民の負担となっていると思うんですね。し尿の

ほうにも同じような額が町民の負担となっておりますので、その辺を前から問題視しており

ますので、そのあたりをちゃんと把握されて、検証した上で、観光協会の補助金を出すべき

だと以前から申し上げておるんです。そのあたり、しっかり検証していただくようにお願い

をしておきます。 

議長（西 昭夫君） 答弁はいい。いいですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 
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（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで６款商工費の質疑を終わります。 

  次に、７款土木費の質疑を行います。質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  ７１ページに道路橋梁費で向阪の立ち退きをされたところの道路について、前は何か養生

しているというような説明があったかと思うんですけれども、今回はこの予算にそういった

ところの予算は計上されているのか説明をお願いしたいと思います。 

  それと、７３ページの住宅管理費について、以前から後谷団地内の水路の改修が必要であ

ると思います。後谷団地の水路は家庭の雑排水が流れており、この水路に穴があって、この

雑排水が住宅に流れ込んでおります。入居者の安全・安心、また環境面からも早急に改修工

事が必要であると思いますが、お考えをお聞かせください。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  まず、向阪の件でございます。 

  令和６年度につきましては、骨格予算となっておりますので、向阪の件で新たに予算とい

うのは組んでおりません。令和５年度までは一定養生期間等見させていただきましたし、令

和６年度以降にまずどのような内容でできるかというのをしっかりと固めて、住民さんに理

解を得ながら、令和６年度以降に予算化を考えていきたいと考えております。 

  もう一件、後谷の水路の改修の件でございます。 

  以前にも由本議員に御指摘いただきながら、現在、改良できてない状況でございます。こ

ちらのほうにつきましても、生活雑排水ということでございますので、環境面に配慮して、

早急に検討させていただきたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  向阪のところについては、計画を立てられて、スケジュールをちゃんとしていただいて、

付近の住民の方、やっぱり不安に思っておられると思いますので、そのあたり、説明をちゃ

んとしていただくようによろしくお願いしたいと思います。 

  また、後谷団地のほうについては、やはり家庭の雑排水が入ってきておりますので、入居

者の方の衛生面の面からも、早急に事業のほう、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 答弁は。 
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７番（由本好史君） あるんですか。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） ただいまの由本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  向阪の件につきましては、ある一定、令和６年度にしっかりとどのようなふうに改良する

など、しっかりと固めた上で、近隣住民さんに理解を得ながら、スケジュールを確立させて

いきたいと考えております。 

  後谷水路の件につきましても、早急に検討してまいりたいと考えております。以上でござ

います。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで７款土木費の質疑を終わります。 

  次に、８款消防費の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで８款消防費の質疑を終わります。 

  次に、９款教育費の質疑を行います。質疑はありませんか。７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  教育費、７５ページのほうで、広域連合への負担金が昨年と同額の額が計上されておりま

す。連合に聞きましたら、連合で職員を雇用して、笠置町から派遣している職員を１名減に

するということで、６４１万４，０００円が連合のほうで減額をされて、その結果、笠置町

の負担金が７５０万円増えるということなんですが、これ、同額で計上でよろしいんでしょ

うか。その点お伺いしたいと思います。 

議長（西 昭夫君） 参事。 

参事兼総務財政課長事務取扱（前田早知子君） 失礼いたします。 

  今、由本議員の御質問いただきました相楽東部広域連合の教育費分の計上ですけれども、

この予算、うちの当初予算の調製時にまだ連合の予算が固まっておりませんでした。おっし

ゃるとおり、本年度、令和６年４月１日付で連合として職員採用することになっておりまし

て、それが教育委員会に配置されるということも聞いております。ただ、言いましたように、

うちの予算計上までに向こうから提示と金額というのが間に合いませんでしたので、一旦同

額で計上させていただいております。 

  この教育費については、衛生費につきましては、事前に数値も聞いておったので、その数
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値を反映させたものとなっておりますが、ヒアリング後変更があったりして、言いましたよ

うに、確定ができておらなかった部分については、前年同額とさせていただいたところです。

今後確定しましたら、いずれかの段階の補正予算において調整させていただきたいと思って

おります。以上です。 

議長（西 昭夫君） ７番、由本議員。 

７番（由本好史君） ７番、由本です。 

  連合のほうで笠置町のこの人件費が令和６年度は４４５万７，０００円ということをつか

んでおられますので、そのあたり、連合と密になって予算を計上していただきたいと思うん

です。 

  やはり笠置町って、その７５０万円というのが少ない額ではないと思いますので、そのあ

たりのところをしっかりと連携を取っていただきたいということをお願いをしておきます。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで９款教育費の質疑を終わります。 

  次に、１０款公債費の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで１０款公債費の質疑を終わります。 

  次に、１１款諸支出金の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで１１款諸支出金の質疑を終わります。 

  次に、１２款災害復旧費の質疑を行います。質疑はありませんか。６番、田中議員。 

６番（田中良三君） 田中です。 

  この災害復旧のこのやつは、公共土木って出ていますけれども、私有地で小谷さん宅の前

の崩れたやつをブルーシート張ってくれはっているけれども、めくれかけているし、これ、

多分工事は京都府土木工営事務所の工事やと思うんですけれども、こういうのは笠置町は全

然タッチしないんですか。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） ただいまの田中議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  民地に係るものにつきましては、基本的には個人さんにお願いせざるを得ないとは考えて

おります。 



５１ 

  ただし、町道等公共に影響が出るものについては、応急的に対応することもあろうかと思

いますが、おっしゃられているような案件については、まず個人さんでの対応が必要になっ

てくるであろうと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ６番、田中議員。 

６番（田中良三君） 民有地でも、大きい災害やったら、砂防堰堤とか造らはりますやろ。ち

っさい災害の場合は、区有地で止めているところとか、いろいろなところがあると思うんで

すけれども、いや、それでブルーシートは笠置町張ってくれはってるけれども、そやけど後

で確認してくれてはりますか。半分めくれてかけてますや。やっぱりまた次のこと考えたら、

きれいにシートもしとかんと駄目ですので、よろしく。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで１２款災害復旧費の質疑を終わります。 

  次に、１３款予備費の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで１３款予備費の質疑を終わります。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第１６号、令和６年度笠置町一般会計予算の件を採決いたします。この採決

は起立によって行います。 

  議案第１６号は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第１６号、令和６年度笠置町一般会計

予算の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第２、議案第１７号、令和６年度笠置町国民健康保険特別会計予算

の件を議題とします。 

  議案の説明を求めます。税住民課長。 

税住民課長（石原千明君） 議案第１７号、令和６年度笠置町国民健康保険特別会計予算の件
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につきまして御説明いたします。 

  初めに、歳入について説明いたします。 

  なお、一部説明を省略させていただくところがございますので、御了承ください。 

  令和６年度につきましては、令和５年度と大きく変動するものを説明させていただきます。 

  なお、国民健康保険税につきましては、次年度も保険税の据置きとさせて計算させていた

だき、算出しております。 

  ７ページを御覧ください。 

  １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税におきまし

て、前年度より９７万６，０００円の減額で、２，２２３万５，０００円としています。こ

ちらは被保険者減によるものです。 

  ８ページをお願いします。 

  ４款府支出金、１項府補助金、本年度予算額１億８，７０３万９，０００円、前年度比

９３７万３，０００円の増額。歳出の療養諸費及び高額療養費等に係る経費のほか、特別調

整交付金分を計上しております。 

  続いて、歳入について御説明いたします。 

  １１ページを御覧ください。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、備品購入費で５０万３，０００円を計上

しております。保険者ネットワークセキュリティー機器の更改によるものです。 

  ２款保険給付費、１項療養諸費で、前年度比２２０万１，０００円を減額し、１億

４，２２２万６，０００円を、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費で１１７万

８，０００円を増額し、１，９９４万４，０００円を計上しております。令和５年推計を含

めた３か年平均に医療費の伸びを上乗せして計算しております。 

  次に、１４ページ、３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分で３，６３４万

８，０００円、２項後期高齢者支援金等の１，１３０万７，０００円、３項介護納付金分の

４２８万円、これらにつきましては、京都府から示されました市町村国保事業費納付金の試

算案額でございます。 

  １５ページをお願いします。 

  ５款基金積立金、１項基金積立金、１目財政調整基金積立金１００万円を計上しておりま

す。例年１，０００円を計上しておりましたが、決算で繰越金が発生していることから、歳

入で計上いたしました繰越金と同額を積立金として計上いたしました。 
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  以上で説明を終わります。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。議案第１７号についての質疑通告はありませ

ん。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第１７号、令和６年度笠置町国民健康保険特別会計予算の件を採決いたしま

す。この採決は起立によって行います。 

  議案第１７号は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第１７号、令和６年度笠置町国民健康

保険特別会計予算の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第３、議案第１８号、令和６年度笠置町介護保険特別会計予算の件

を議題とします。 

  議案の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） それでは、議案第１８号、令和６年度笠置町介護保険特別会計

予算の件について御説明させていただきます。 

  ７ページをお願いいたします。 

  なお、一部説明を省略させていただくところがございますので、御了承ください。 

  まず、歳入の部でございます。 

  １款保険料、１項介護保険料では、被保険者約６２１人を対象に特別徴収、普通徴収合わ

せて４，８８１万４，０００円を計上させていただいております。 

  ３款国庫支出金では、１項国庫負担金で４，４８８万９，０００円、２項国庫補助金で

２，１３４万２，０００円を計上させていただいております。介護給付費や地域支援事業の

国の負担分となっております。 

  ８ページでございます。 

  ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金では、２号被保険者の負担分として
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６，９４３万１，０００円を計上いたしております。 

  ５款府支出金では、１項府負担金で３，７３１万２，０００円、２項府補助金で２５８万

９，０００円を計上しております。国と同様に、介護給付費等の府負担金でございます。 

  ９ページをお願いいたします。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金では、介護給付費の町負担分や事務費に関する費用など

で、合わせて４，４００万１，０００円を計上しております。 

  ２項基金繰入金では、１目介護給付費準備基金繰入金で６７０万２，０００円を計上いた

しております。 

  １０ページをお願いいたします。 

  ９款諸収入、３項雑入では、おたっしゃくらぶ等の自己負担分など、合わせて１０３万円

を計上いたしております。 

  １１ページをお願いいたします。 

  歳出の部分でございます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、介護保険事務全般に係る費用として

１０３万８，０００円を計上いたしております。 

  ２項徴収費、１目賦課徴収費では、保険料決定通知などの費用として６万１，０００円を

計上。 

  ３項介護認定審査会費では、認定調査や認定審査会に係る費用として１０６万

５，０００円を計上いたしております。 

  １２ページをお願いいたします。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費では、デイサー

ビスなど在宅の方へのサービスの費用として１億１，２１１万２，０００円を計上いたして

おります。 

  ３目施設介護サービス給付費では、特養など施設入所されている方へのサービスとして

１億４３５万７，０００円を計上させていただいております。 

  １３ページをお願いいたします。 

  ２款保険給付費、２項介護予防サービス等諸費では、要支援者の方へのサービスとして

３５９万３，０００円を計上させていただいております。 

  ４項高額介護サービス等諸費では、１か月分の自己負担が上限を超えた場合に支給する費

用として７７９万２，０００円を、５項高額医療合算介護サービス等諸費では、医療と介護
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で年間で合算し、限度額を超えた場合に支給する費用として、１５ページ上段になりますが、

９０万６，０００円を計上させていただいております。 

  ６項特定入所者介護サービス等諸費では、低所得の方が施設入所された場合の居住費と食

費の軽減に係る費用として１，２３１万１，０００円を計上させていただいております。 

  ３款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費では、要支援の方の訪問介護

や通所介護に係る費用等を合わせて３６１万９，０００円を計上いたしております。 

  １６ページでございます。 

  ２項一般介護予防事業費では、介護予防事業に係る経費や住民が主体となって行う予防事

業の助成に係る費用として１８２万５，０００円を計上いたしております。 

  ３項包括的支援事業・任意事業でございます。 

  １７ページをお願いいたします。 

  一般管理費では、人件費が主となっております。 

  また、４目任意事業では、紙おむつの購入助成や認知症サポート養成に係る費用などを計

上させていただいており、合わせて１，５４７万３，０００円を計上しております。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。議案第１８号についての質疑通告はありませ

ん。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第１８号、令和６年度笠置町介護保険特別会計予算の件を採決いたします。

この採決は起立によって行います。 

  議案第１８号は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立全員です。したがって、議案第１８号、令和６年度笠置町介護保険

特別会計予算の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第４、議案第１９号、令和６年度笠置町後期高齢者医療特別会計予



５６ 

算の件を議題とします。 

  議案の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（岩﨑久敏君） それでは、議案第１９号、令和６年度笠置町後期高齢者医療特

別会計予算の件について御説明させていただきます。 

  なお、一部説明を省略させていただくところがございますので、御了承ください。 

  予算書７ページをお願いいたします。 

  まず、歳入の部でございます。 

  １款後期高齢者医療保険料、１項後期高齢者医療保険料で２，５７８万７，０００円を計

上いたしております。広域連合の通知に基づき計上させていただいております。 

  ３款繰入金、１項一般会計繰入金では３，９０１万５，０００円を計上いたしております。

療養給付費繰入金では、療養給付費の町負担分等を計上させていただいております。 

  ８ページでございます。 

  ５款諸収入、４項雑入では６０万３，０００円を計上しております。保健事業費に対する

補助金でございます。 

  ９ページをお願いいたします。 

  歳出の部でございます。 

  １款総務費、１項総務管理費では７万８，０００円を計上いたしております。後期高齢者

医療の事務全般に係る費用でございます。 

  ２項徴収費では、保険料決定通知や封筒などの費用として１１万１，０００円を計上して

おります。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金では、広域連合に納付する費用として、徴収した保険

料を納付する保険料等負担金や療養給付費に対する負担金等で６，２９０万６，０００円を

計上させていただいております。 

  １０ページでございます。 

  ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金で９４万４，０００円を計上いたしております。 

  ２目保険料還付金では、保険料が還付の対象の状態となっておりますけれども、年金局か

らの通知がまだ来てない方の分として２２万１，０００円を、償還金では、過年度の補助金

の返還金返還分ということで６０万３，０００円を計上いたしております。 

  ４款保健事業費、１項保健事業費、１目健康増進推進事業では、人間ドックや特定健診に

係る費用として１６１万４，０００円を計上いたしております。 
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  以上で説明を終わらせていただきます。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。議案第１９号についての質疑通告はありませ

ん。質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。１番、向出議員。 

１番（向出 健君） 反対します。 

議長（西 昭夫君） あっ、反対。 

  まず、原案に反対の者の発言を許します。１番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  議案第１９号、令和６年度笠置町後期高齢者医療特別会計予算の件について、反対討論を

行います。 

  もともとこの制度導入は手厚い医療を実施するためと言ってきましたけれども、２年ごと

の保険料改定のたびに保険料が上がってきたのが実態となっています。 

  また、連合、京都府の単位で運営をされていますけれども、特に南部の医療格差を意識し

ていますけれども、これもなかなか解消されない状況が続いています。 

  特に、被保険者の方、低所得者の方もかなり多くありまして、やはりこのまま制度を続け

ていけば、どんどん負担が上がっていくことが懸念をされます。 

  後期高齢者医療制度そのものの見直しを求め、討論といたします。 

議長（西 昭夫君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで討論を終わります。 

  これから議案第１９号、令和６年度笠置町後期高齢者医療特別会計予算の件を採決いたし

ます。この採決は起立によって行います。 

  議案第１９号は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立多数です。したがって、議案第１９号、令和６年度笠置町後期高齢

者医療特別会計予算の件は、原案のとおり可決されました。 

  ここで休憩をします。 

休  憩   午後２時０５分 
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再  開   午後２時２０分 

議長（西 昭夫君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第５、議案第２０号、令和６年度笠置町簡易水道事業会計予算の件

を議題とします。 

  議案の説明を求めます。建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） 失礼をいたします。 

  それでは、議案第２０号、令和６年度笠置町簡易水道事業会計予算について、予算書の読

み上げを交えて御説明申し上げます。 

  まず、１ページをお願いいたします。 

  第１条、総則の規定でございます。 

  令和６年度笠置町簡易水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  第２条、業務の予定量の規定でありますが、業務の予定量は次のとおりの１の給水戸数

６６５戸、２の年間総給水量１４万立方メートル、３の１日平均給水量３８４立方メートル、

４の主な建設改良事業は令和６年度はございません。 

  第３条、収益的収入及び支出の規定でございます。 

  こちらがいわゆる３条予算と呼ばれ、経営活動に伴い発生すると予定される全ての収益と

それに対応する全ての費用を記載したものでございます。 

  収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定め、なお営業費用中公営企業会計適用に関

する経費の財源に充てるため、過疎対策事業債１５０万円及び企業債１６０万円を借入れす

る旨記載させていただいております。 

  次の収入及び支出につきましては、４ページ以降の予算に関する説明書で説明させていた

だきますので、５ページをお願いいたします。 

  まず、収入についてでございます。 

  第１款簡易水道事業収益として７，７７０万７，０００円を計上しております。 

  内訳でございますが、第１項営業収益には、主たる営業活動から生じる収入を上げさせて

いただいており、１目給水収益、料金収入として２，４０５万６，０００円で、水道使用料

の基本料金及び超過料金を現在の推計で上げさせていただいております。 

  ２目その他の営業収益では、給水工事事業者の登録更新手数料等の１１万７，０００円を

計上し、合わせて合計２，４１７万３，０００円を見込んでおります。 
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  第２項営業外収益には、主たる営業外活動以外から生じる収入を計上しており、１目受取

利息及び配当金で預金利息の１，０００円、２目他会計負担金として１１５万７，０００円、

３目他会計補助金として３，６１３万２，０００円、いわゆる繰入基準外で、職員人件費等

についてお願いさせていただいております。 

  ４目長期前受金戻入、これまでに受けた国庫補助等の当該年度の金額で１，６２４万

３，０００円を計上。現金収入を伴わない事項となっております。 

  ５目消費税及び地方消費税還付金で１，０００円の合計で営業外収益といたしまして

５，３５３万４，０００円を計上させていただいております。 

  次に、６ページの収益的支出でございます。 

  第１款簡易水道事業費用といたしまして７，７２１万４，０００円を上げさせていただい

ております。 

  内訳ですが、第１項営業費用といたしまして、１目原水及び浄水費で１，２３３万

４，０００円を計上し、水質検査の委託料や浄水装置の修繕料や薬品代等を見させていただ

いております。 

  ２目の配水及び給水費では、交換時期を迎える水道メーターの交換や一部管路の土地賃借

料等において１６１万５，０００円を上げさせていただき、３目業務及び総係費では

２，８５５万４，０００円を計上し、主に職員人件費や光熱水費、公営企業会計システム等

の保守料、日本水道協会等への負担金を見させていただいております。 

  ４目減価償却費では、建物や構築物、機会装置等で、令和６年度分の償却費として

３，０２３万５，０００円を上げさせていただいております。こちらの減価償却費につきま

しては、現金支出を伴わないものであり、これまでの官庁会計との大きな違いになります。 

  ５目その他営業費用では、水道使用料還付金で５，０００円を計上しております。 

  第２項営業外費用では２７８万９，０００円を上げさせていただいており、１目支払利息

及び企業債取扱諸費では、起債の利息で１７８万９，０００円、２目消費税及び地方消費税

において、令和６年度分申告予定分の１００万円を上げさせていただいております。 

  第３項特別損失では、令和５年度決算分の消費税及び地方消費税で５０万円、過年度賞与

等で１０８万２，０００円、合わせた１５８万２，０００円を計上させていただいておりま

す。 

  ４項予備費では１０万円を計上しております。 

  以上が収益的収入及び支出でございます。 



６０ 

  ２ページにお戻りお願いします。 

  第４条、資本的収入及び支出の規定でございます。 

  こちらにつきましては、４条予算と呼ばれ、施設に関する建設改良費や企業債元金償還金

などに関する経費を記載することになります。 

  資本的収入及び支出につきましては、収入予定額２４０万９，０００円、支出予定額

１，３７０万２，０００円と定めるものでございます。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，１２９万３，０００円について

は、当年度分損益勘定留保資金１，１２９万３，０００円で補塡するものとする。 

  この損益勘定留保資金とは、減価償却費等の収益的支出における現金支出を必要としない

ものを費用に計上することによって留保される資金でございます。 

  ７ページの予算に関する説明書、資本的収入及び支出を御覧ください。 

  １款資本的収入、１項出資金では、一般会計出資金として２２０万円をお願いさせていた

だいております。 

  ２項分担金では、水道新設加入分担金として２０万９，０００円を計上し、合計２４０万

９，０００円としております。 

  次に、支出でございますが、１款資本的支出、１項企業債償還金では、起債の償還元金と

して１，３７０万２，０００円を計上させていただいております。 

  次に、２ページに戻っていただき、第４条の２、特例的収入及び支出でございます。 

  地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により、当該事業年度に属する債権及び債務と

して整理する未収金及び未払金の金額は、それぞれ５５９万９，０００円及び１，１８１万

４，０００円である。こちらにつきましては、法的化に伴い出納閉鎖期間がなくなり、打切

決算となることから、初年度のみの項目となります。 

  次に、第５条、企業債の規定でございます。 

  起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

  起債の目的、過疎対策事業債及び企業債。 

  限度額、過疎債が１５０万円、企業債が１６０万円。 

  起債の方法、いずれも証書借入れ。 

  利率、４％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる財政融資資金及び地方公共団体金

融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）。 

  償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債務
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者と協定するものによる。ただし、企業財政その他の都合により据置期間及び償還期限を短

縮し、または繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

  第６条、一時借入金の規定でございますが、一次借入金の限度額は１，０００万円と定め

る。 

  第７条、予定支出の各項の経費の金額の流用についてでございます。 

  予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次の１、営業費用、２、営

業外費用、３、特別損失と定める。 

  第８条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の規定でございます。 

  次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそ

れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  経費については、１の職員給与費１，６７３万９，０００円でございます。 

  第９条、他会計からの補助金についてですが、簡易水道事業に助成するため、一般会計か

らこの事業会計へ補助を受ける金額は３，６１３万２，０００円でございます。 

  ８ページ以降につきましては、参考資料として後ほど御覧いただけたら幸いでございます。 

  ８ページにつきましては、令和６年度の簡易水道事業予定キャッシュ・フロー計算書、

１事業年度の資金収支を表示した報告書となります。 

  ９ページから１５ページにつきましては、職員給与費の明細でございます。 

  １６ページから１８ページは、令和６年４月１日現在の簡易水道事業の予定開始貸借対照

表、１９ページから２１ページは、令和７年３月３１日の予定貸借対照表をつけさせており

ます。こちらがバランスシートと呼ばれ、一定の時点における当該事業が保有する全ての財

産を総括的に表示したもので、事業の財政状況を把握することが可能となるものでございま

す。 

  ２２ページには、注記表として、重要な会計方針に係る事項に関する注記をしております。 

  ２３ページには、予算の参考資料として予算の説明書をつけさせていただいております。 

  以上で説明に代えさせていただきます。 

議長（西 昭夫君） これから質疑を行います。議案第２０号についての質疑通告はありませ

ん。質疑はありませんか。３番、大倉議員。 

３番（大倉 博君） ３番、大倉です。 

  一番分かりやすい２４ページのところでいきます。給水収益が２，４００万円、水道使用

料が基本料金で１，０００万円余りですね。それと、超過料金１，３００万円で
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２，４００万円。そして、その下の営業外収益で、いわゆる一般会計からの繰入れが

３，６００万円余りね。今までは大体こういうとんとんって来とったんですけれども、この

企業会計になったら余計分かりやすいんですけれども、一般会計の繰入金がものすごい増え

ているわけですね。 

  だから、以前から言っていますように、今、ここ見たら６００何ぼの戸数ですね。これも

だんだん減ってきたら、給水する人も減ってくる。だから、前にも以前から言っていますよ

うに、水道料金のね、どこでも大変なんですけれども、水道料金値上げされるところはちょ

くちょく新聞に載っています。そして、２年前ですかね、和束町も値上げされました。その

ことも言いました。 

  だから、格差がだんだん増えてきて、一般会計の繰入れ、これ、３，６００万円というこ

とは、大体ゴルフ場の利用税が今、３，３００万円入ってくるわけですね。それ以上にまだ

一般会計から出すわけですよ。以前から言っているように、どうしてもやっぱりね、何でも

物価高騰なんですけれども、水道料金は確かに安いと思うんですよ。だから、その辺を以前

からどういうふうにされているかということは以前から質問しているんですけれども、何も

答弁がないんですよ。 

  やはりね、人口減ってきたら、水道の利用も減ります。笠置に大きな企業あれば、水がど

んどん使われることはあるでしょうけれども、本当にこれ、将来このままで、どんどん一般

会計から繰入れされることがいいんですかどうか。それ、企業会計になれば、余計よく分か

りますね。 

  だから、一遍その辺のところ、本当に真剣に、今ここでは答弁できないでしょうけれども

ね、できるんやったら言ってほしいんですけれども、値上げされるかどうか。今ここでは本

当に言えないと思うんですよ。答弁できないと思うよ。 

  これは以前から言っているんですけれども、本当に、何か一般会計からどんどん繰り入れ

てきたら、一般会計でやる事業がだんだん減ってくるわけですよ。その辺を以前から言って

いるのに、全然何もなしのつぶてなんですよ。その辺、今答弁もらえないと思いますけれど

も、その辺どうするか検討される余地があるかどうか、それだけ。 

議長（西 昭夫君） 建設産業課長。 

建設産業課長（福島 学君） ただいまの大倉議員の御質問にお答えさせていただきます。 

  大倉議員よりかねてから御指摘いただいております一般会計からの繰入金、大変多額とな

っております。主な内容につきましては、職員の人事異動にもよりますが、人件費が大きな
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影響をもたらしております。 

  水道使用料につきましては、以前にもお答えさせていただいていますとおり、町の水道事

業経営戦略において、料金改定について模索し、少しでも一般会計からの繰入れを減らせる

よう、独立採算に近づけるよう、スケジュールございました。 

  御承知のとおり、新型コロナウイルスの感染症の蔓延、世界情勢の影響等々において、順

に延びているということがございます。ただ、やはり一般会計からの繰入れというのが大変

大きな課題ともなっておりますので、少しでも繰入れを減らすためには、また一番に安心・

安全の水の供給を考えますと、料金改定はやむを得ないものとは考えております。 

  これにつきましては、３月に町長も替わられますので、次の町長の御意向も踏まえながら、

現状を住民さん、利用者さんにしっかりと認識していただいた上で、時間を重ねて説明をし

ながら、検討してまいりたいと考えております。以上でございます。 

議長（西 昭夫君） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。まず、原案に反対の者の発言を許します。

１番、向出議員。 

１番（向出 健君） １番、向出です。 

  議案第２０号、令和６年度笠置町簡易水道事業会計予算の件について反対討論を行います。 

  本来、水道というものは生活に欠かせないものであります。現在、低所得者の減免制度も

ない中で、所得が低ければ低いほど負担が重くなるというのが実情だと考えます。本来、保

険料、税の負担というのは、所得にも考慮をして、配慮して行うべきだと考えます。 

  税の大きな役割として、自然に任せていれば格差が広がったり、所得に差がある場合にそ

れを是正して、生活困窮者が出ないようにしていく、そういう役割を持っていると考えます。

一般会計からの繰入れが多くなることが大変だという観点で、値上げも仕方ないということ

ではなくて、いかに生活者の生活を守っていくか、特に低所得者の生活を守っていくかが大

事だと思います。 

  この予算自体の中身は、収益的な要素と、それから資本的なものに２つに分けているとい

うのが中身だけですけれども、この大本にあります公営企業法については、その費用は収益

で賄うことを原則としています。 

  また、国が示している一般会計からの繰入れについても、基準として、原則としてですけ
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れども、借金をする場合ですね。水道事業の借金をする場合、一般会計から借入れを行って、

これは最終返さなきゃいけないお金ということになっております。 

  それから、自然的な条件で建設改良工事等が高くなる場合には、一般会計から繰り入れら

れるというような中身になっていますけれども、生活が困窮する場合に、水道料金を引き下

げるのに、一般会計から繰り入れるというような基準にはなっておりません。 

  今すぐ値上げということではないにしても、今後そういう方向に進むことが心配されます。

生活者の負担とならないように、水道料金の引上げに進まないように、抗議の意味を込めま

して、今回の議案に対して反対討論といたします。 

議長（西 昭夫君） 次に、原案に賛成の者の発言を許します。討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（西 昭夫君） これで討論を終わります。 

  これから議案第２０号、令和６年度笠置町簡易水道事業会計予算の件を採決いたします。

この採決は起立によって行います。 

  議案第２０号は、原案のとおり賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（西 昭夫君） 起立多数です。したがって、議案第２０号、令和６年度笠置町簡易水道

事業会計予算の件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第６、請願第１号、中等度以上の難聴者に補聴器購入に対する公的

補助制度の創設を求める請願書を議題とします。 

  紹介議員に説明を求めます。向出健議員。 

１番（向出 健君） １番議員、向出健です。 

  請願第１号、中等度以上の難聴者の補聴器補助に対する公的補助制度の創設を求める請願

書について、紹介議員として説明をさせていただきます。 

  請願の趣旨を読み上げることによって説明としたいと思います。 

  まず、提出者ですけれども、全日本年金者組合相楽支部、福本宗雄氏から提出をされてい

ます。 

  請願の趣旨の読み上げを行います。 

  笠置町民の生活・福祉向上への日頃の御尽力に敬意を表します。 

  難聴は日常生活を不便にし、コミュニケーションを困難にするなど、生活の質を落とす大
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きな原因になります。最近では、鬱病や認知症の危険因子になることも指摘をされています。 

  国連の世界保健機構では、中等度難聴からの補聴器の装用が推奨され、欧州諸国は補聴器

装用を「医療カテゴリー」で対応して、手厚い公的補助を行っています。中等度難聴者に対

する補聴器の普及は、認知症予防、健康寿命の延伸、医療費の抑制、事故の防止などに寄与

するものと考えます。 

  しかし、我が国では、「障がいのカテゴリー」で限定的な対応となっています。現在、障

害者総合支援法に基づく補装具費支給制度により、補聴器の購入に要する費用の一部を支給

されていますが、制度の対象者は、聴覚障害の身体障害者手帳の交付対象となる高度難聴以

上（両耳７０デシベル以上、または片方の耳が９０デシベル以上で、かつ他方の耳が５０デ

シベル以上）となっており、中等度（４０デシベル以上から７０デシベル未満）以上の難聴

者は対象外となっています。 

  高齢化が進む中、補聴器装用を「医療カテゴリー」の対応とし、中等度の加齢性難聴者に

対する公的補助が求められています。既に全国の多くの地方自治体が同趣旨の意見書を国に

提出しています。市区町村で独自の補聴器購入公的補助制度の実施は市区町村

２３７（２０２３年１２月１日現在）にまで拡大しています。京都府内でも京丹後市、精華

町で補助制度が実現をしています。 

  補装具費の支給制度の対象とならない中等度難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を

創設するように下記の項目について請願いたします。 

  請願項目、笠置町に対して笠置町議会として、中等度難聴者の補聴器購入に対する公的支

援補助制度の創設を求めてください。 

  以上で終わります。 

議長（西 昭夫君） お諮りします。ただいま議題となっています請願第１号は、総合常任委

員会に付託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 異議なしと認めます。したがって、請願第１号、中等度以上の難聴者の

補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願書は、総合常任委員会に付託すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第７、閉会中の委員会調査の報告及び一部事務組合等議会報告を行

います。 
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  閉会中の委員会調査の報告を行います。総合常任委員会、向出健議員。 

１番（向出 健君） 笠置町議会総合常任委員会委員長の向出健です。総合常任委員会の委員

会報告をいたします。 

  去る２月１５日木曜日、笠置町議会定例会終了後に笠置町議会総合常任委員会を開き、一

般会計及び特別会計令和６年度当初予算案について担当各課長から説明を受けました。その

後、内容の確認等、委員からの質問の時間を設けさせていただきました。先ほど当初予算で

の説明にも一部重複しますので、一部省略、また簡略化をして説明をさせていただきます。

報告させていただきます。 

  一般会計については、骨格予算として例年の基本的な事項の説明に加えまして、主なもの

として、議会関係では、ＩＣレコーダーの購入をすると説明がありました。また、議会に関

わりましては、議員の選挙で初の公費適用による関係予算の計上があると説明がありました。 

  商工関係では、いこいの館の事務所に、当初は事務所には誰も置かずに対応していくとい

うことでしたけれども、担当職員を置くことを検討するなどの説明もありました。 

  そのほか、特別会計については、主に基本的な、基礎的な事項について説明がありました。 

  一般会計について、委員からの質問では、職員研修やホームページの改善、笠置ファンの

倍増、入札やり直しの件等などが出されました。また、適正な予算計上を求める意見も出さ

れています。 

  町からの回答については、職員研修では、複数回受けている職員もあるが、延べ３０人受

けている。階層の研修は必ず受けるように言っている。ウェブでのｅラーニングも受けてい

る旨の回答がありました。 

  ホームページについては、先ほど説明がありましたので、質疑の中で回答がありましたの

で、省略をいたします。 

  また、笠置ファンの倍増については、カヌー、トレッキング、パワースポットめぐりなど

を実施している旨回答がありました。 

  入札をやり直すという案件が発生していますけれども、これについては、また次期に上げ

たいと思うけれども、当初には上げていないとの回答がありました。 

  また、去る２月２２日木曜日、笠置町議会定例会２日目終了後に笠置町議会総合常任委員

会を開き、能登半島地震の被災地支援として派遣された２人の笠置町職員から支援内容等の

報告や感想をいただきました。 

  職員から、避難所の運営に関り、業務に従事したことが報告をされました。 
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  職員から、問題意識・課題として、車椅子がなく、保健師がキャスターつきの椅子で対応

するという事例があり、こうした臨機応変さが大切であることや、同じような食事が続くこ

とがあり工夫が要ること、被災者が自身でできることと支援が必要なことを分けること、被

災者にも何らかの役割を持ってもらうこと等が出されました。 

  また、被災者自身の運動不足があったことや、保健師からは物資は足りているが、精神面

のケアが不十分である旨の話があったことも報告をされました。 

  今後、こうした課題を生かしまして、総合常任委員会としても対応していきたいと思いま

す。 

  以上で笠置町議会総合常任委員会の報告を終わります。 

議長（西 昭夫君） 次に、いこいの館運営対策特別委員会、坂本英人委員長。 

５番（坂本英人君） それでは、笠置町議会いこいの館運営対策特別委員会の委員会報告をさ

せていただきます。 

  令和６年１月３０日火曜日に笠置町役場２階議員控室にて開催いたしました。 

  出席は、議員７名全員出席の下開催いたしました。 

  まず初めに、源泉施設設備修繕状況報告及び今後のスケジュールについて議論をいたしま

した。 

  まず初めに、植田商工観光課長補佐より施設の修繕状況の報告がありました。委員からは、

スケジュール、工事報告については、起業人を雇っているのだから、起業人を参集して報告

してほしいという旨の要望がありましたが、今回は町が発注した工事になりますので、出席

は望みませんでしたという報告がありました。 

  そのほか、私、委員長から、工事のスケジュール、進捗状況については、再度委員会を開

き、委員の納得できるような内容を示してほしいと行政にお願いをいたしました。 

  その後、令和６年度当初予算案について説明を受け、当初予算では１５２万３，０００円

を減額したと報告をいただきました。 

  以上、委員会報告とさせていただきます。 

議長（西 昭夫君） 次に、一部事務組合等議会報告を行います。相楽広域行政組合議会、由

本好史議員。 

７番（由本好史君） それでは、令和６年度第１回相楽広域行政組合議会定例会報告をさせて

いただきます。 

  本定例会は、令和６年２月１９日月曜日、午後１時３０分から相楽会館大ホールにおきま
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して開催されました。 

  最初に、代表理事挨拶の後、審議に入りました。 

  主な案件は、同意案件が１件、議案４件が提出され、議案審議に先立ち、３人の議員が

「組合事務の利用率の向上は」、「住民を消費者トラブルから守るには」、「相楽会館建て

替えに係る負担割合について」ということで質問されました。 

  その後、議案の審議に入り、まず同意第１号、相楽広域行政組合公平委員会委員の選任に

ついては、委員の１人の森脇委員が令和６年３月２７日に任期が満了しますので、後任に和

束町在住の中嶋浩喜を選任するもので、質疑、討論はなく、全員賛成で同意されました。 

  続いて、議案第１号、相楽広域行政組合会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を

改正する条例については、地方自治法の一部を改正する法律が令和６年４月１日から施行さ

れ、会計年度任用職員に対し勤勉手当を支給することができることにより、所要の改正を行

うもので、質疑、討論はなく、全員賛成で可決されました。 

  続いて、議案第２号、相楽広域行政組合分担金条例の一部を改正する条例については、相

楽会館建て替えに伴い、負担割合を新たに規定するため、所要の改正を行うもので、質疑、

討論はなく、全員賛成で可決されました。ちなみに、負担割合は、市町村割が１０％、人口

割が９０％でございます。 

  続いて、議案第３号、令和５年度相楽広域行政組合一般会計補正予算（第２号）について

は、令和６年度に実施する相楽会館建て替えに係る基本設計、実施設計に向けた関係経費を

はじめ、年度末での執行見込み等に伴う関係課目での更正を行い、また市町村分担金の精算

を行うとともに、関連する歳入見込みの財源を更正するということで、３５３万

６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９，００３万

１，０００円とするもので、質疑、討論はなく、全員賛成で可決されました。 

  続いて、議案第４号、令和６年度相楽広域行政組合一般会計予算については、予算規模と

しては、令和５年度末での相楽会館の貸し館終了に伴う会館使用料の減や新型コロナウイル

ス感染症の５類感染症引下げに伴う診療報酬収入単価の減少による診療報酬収入の大幅な減

などがありますが、一方で、会計年度任用職員の勤勉手当の支給開始等に伴う人件費の増や

相楽会館の建て替えに伴う業務委託をはじめ、１０年間を計画期間とする生活排水処理基本

計画の見直しや、そうらく衛生センターの長期包括的運営業務のモニタリングにおける業務

委託等の新規事業により、前年度から３，５５０万円の増額で、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ３億２，２５０万円とするもので、質疑の後、討論はなく、全員賛成で可決さ
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れました。 

  以上で令和６年第１回相楽広域行政組合議会定例会の報告を終わります。 

議長（西 昭夫君） 山城病院組合議会、坂本英人議員。 

５番（坂本英人君） 令和６年第１回国民健康保険山城病院組合議会定例会議事録を読まさせ

ていただきます。 

  令和６年２月１６日、９時半から山城病院総合医療センター会議室にて行いました。 

  開会に先立ち、和束町、岡田勇議員から欠席届が提出された旨、議長から報告がありまし

た。 

  管理者から病院組合の近況報告及び本定例会への提出議案等の説明がありました。 

  木津川市、西山幸千子議員から、「残業について」、「ハラスメント対策について」の一

般質問がありました。 

  看護師については、原則交代勤務のため残業は発生しないが、緊急対応の場合、残業は発

生する。医師については、今年度新卒、新採の医師において一番残業時間が多い医師は、月

約３６時間であり、過度な負担にはなっていないと説明がありました。 

  ハラスメント対策については、申出者が相談しやすい体制づくりを行い、必要に応じて行

為者へ指導・助言等を行い、問題を解決することとしている。 

  次に、南山城村、齋藤和憲議員から、「看護師不足について」質問がありました。 

  育休明けの職員の夜勤勤務を少なくするなどの配慮をしているため、夜勤勤務従事者が足

りていない。夜勤勤務従事者の確保と看護師業務の負担軽減が課題であると組合から説明が

ありました。 

  第１号議案、国民健康保険山城病院組合会計年度任用職員の給与等に関する条例等の一部

を改正する条例について。地方自治法の一部が改正されたことにより、会計年度任用職員に

ついても勤勉手当の支給が可能とされたことを受け、所要の改正を行うもの。挙手全員で可

決されました。 

  第２号議案、令和６年度国民健康保険山城病院組合病院事業会計予算について。より医療

度の高い患者の受入れ等による増収と重症患者を受け入れるＨＣＵの充実、会計年度任用職

員への勤勉手当の支給など費用増を反映し、収支均衡予算を編成した。予算規模は、事業収

益、費用ともに９５億３，５６４万２，０００円。挙手全員で可決いたしました。 

  第３号議案、令和６年度国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会計予算につい

て。入所定員６６名へ変更したことに伴い、回転率が高くなり、効率化が図られ、また超在
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宅強化型へ移行したことにより、１人当たりの単価の増加により増収傾向にあります。その

結果を踏まえ、令和６年度は収支均衡予算を編成した。予算規模は、事業収益、費用ともに

４億７，０２９万５，０００円。挙手全員で可決されました。 

  以上、提案された３議案について全て可決され、閉会いたしました。 

  以上、報告を終わります。 

議長（西 昭夫君） 相楽中部消防組合議会は私、西から報告させていただきます。 

  令和６年第１回相楽中部消防組合議会定例会の報告を行います。 

  令和６年２月１９日、相楽中部消防本部で午前１０時開会いたしました。 

  本定例会では、条例の一部改正が４件、新庁舎の工事請負の変更契約締結、令和５年度補

正予算、令和６年度予算の７議案について審議しました。 

  条例一部改正については、職員の育児休業等に関する条例、職員の特殊勤務手当に関する

条例、管理者等の損害賠償責任の一部免責に関する条例、相楽中部消防組合手数料条例につ

いてそれぞれ提案され、それぞれ全会一致で原案どおり可決されました。 

  新庁舎に関する工事請負契約、変更契約については、全会一致でないものの、原案のとお

り可決されました。 

  ５年度補正予算は、歳入歳出それぞれ３，３５０万円が減額され、全会一致でないものの、

原案のとおり可決され、歳入歳出総額それぞれ３２億５，４４７万２，０００円となりまし

た。 

  ６年度当初予算は、歳入歳出それぞれ２１億２，７６０万円とし、全会一致ではないもの

の、原案のとおり可決されました。 

  以上、令和６年第１回相楽中部消防組合議会定例会の報告を終わります。 

議長（西 昭夫君） 加茂笠置組合議会、向出健議員。 

１番（向出 健君） １番議員、向出健です。 

  加茂笠置組合議会について報告をいたします。 

  去る２月２０日火曜日、１０時から木津川市役所内で加茂笠置組合議会定例会を開きまし

た。 

  主な議題は、令和５年度会計の補正と令和６年度の会計予算の２つでした。 

  令和５年度会計の補正は、歳入歳出総額から各々６７万２，０００円を減額し、総額を

７，９１６万８，０００円とするもので、内容は、線下補償料の奥吉野線の覚書の成立によ

る減額と議員研修の延期による減額が主な内容となっています。若干の質疑の後、討論はな
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く、全員賛成で可決いたしました。 

  令和６年度会計は、歳入歳出総額を２，０４０万円とするもので、内容は、土地貸付料、

線下補償料等の歳入と、議会研修費を含む議会関係経費や運営経費等の歳出が主なものでし

た。若干の質疑の後、討論はなく、全員賛成で可決をいたしました。 

  以上で加茂笠置組合議会の報告を終わります。 

議長（西 昭夫君） 京都府後期高齢者医療広域連合議会、大倉博議員。 

３番（大倉 博君） 京都府後期高齢者医療広域連合議会の報告を行います。 

  令和６年第１回定例会が２月８日、京都ガーデンパレスにおいて行われました。 

  案件は、議案７件、同意２件、報告１件、請願２件が審議された。ほかに一般質問２件で

した。 

  １、同意１、２号は、副広域連合長の専任。杉浦正省精華町長、桂川孝裕亀岡市長、いず

れも同意されました。 

  ２、議案第１号、後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定。令和６年、

７年度の後期高齢者医療保険料の改定。均等割が５万３，４２０円から５万６，３４０円に、

所得割率が現行が１０．４６％が１０．９５％、賦課限度額の引上げ、６６万円から８０万

円に、低所得者に対する保険料の負担軽減を図ることを目的とする施行令の改正が行われ、

可決されました。 

  議案第２号、広域連合副広域連合長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の

制定について。期末手当、年２．９５月分から３．４月分に、地域手当、９．０％から

９．４％に。いずれも可決されました。 

  議案第３号、令和５年度一般会計補正予算（第２号）。補正額６，３４１万円、総額

１８億３９２万９，０００円。いずれも可決されました。 

  議案第４号、令和５年度特別会計補正予算（第２号）。補正額６３億９，５９４万

４，０００円，総額４，１２１億６，６９９万７，０００円。可決されました。 

  議案第５号、令和６年度一般会計予算。予算総額１０億８，８２４万４，０００円。歳入

歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１０億８，８２４万４，０００円。そのうち市町村負担

金総額は７億２，０００万円。なお、笠置町は１９１万６，０００円。 

  議案第６号、令和６年度特別会計予算。予算総額４，２５１億６，２５６万３，０００円。 

  ８、議案第７号、広域計画（第５次）の策定。地方自治法第２９１条の７で策定が義務づ

けられている広域計画について、令和５年度末で計画期間が満了することから、後継の広域
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計画（第５次）（令和６年度から令和９年度）を策定するもの。可決されました。 

  報告第１号、専決処分について。報告。賠償額４８万６，３６９円の決定。 

  １０、請願２件がありました。 

  後期高齢者医療制度の保険料・窓口負担の引き下げを求める請願書。不採択でした。 

  現行の後期高齢者医療被保険者証の存続を国に求める請願書。不採択でした。 

  ほかに一般質問２件がされました。 

  以上で終わります。 

議長（西 昭夫君） 京都地方税機構議会議員、松本俊清議員。 

２番（松本俊清君） 京都地方税機構定例会、令和６年２月６日火曜日、京都ガーデンパレス

２階で開催されました。 

  全員協議会が１３時３０分より開催され、局長より一般議事の説明。 

  そして、日程第１、諸報告、議員の異動。これは２名です。向日市議、青山氏、長岡京市、

小原氏。 

  続きまして、例月出納検査（令和５年６月から１１月執行分）及び定期監査結果報告。 

  （３）出席要求理事の報告。 

  日程第２、座席の指定。先ほど言いました青山、小原氏。 

  日程第３、会議録署名議員の指名の件。府会議員、光永さん、京丹波町議会、隅山さん。 

  会期決定は、本日１日とする。 

  日程第５、第１号議案から第４号議案まで（広域連合長説明）。議案４件を一括議題とし、

広域連合長から提案の理由説明を聞く。なお、質疑、討論及び採決は一般質問終結後に行う。 

  一般質問。長岡京市、小原氏、１名。 

  日程第７、第１号議案から第４号議案まで（質疑・討論・採決）。４件を一括議題とし、

質疑、小原議員、討論、坂本議員、北村議員。 

  これにてです。閉会宣言は１３時４０分。 

  続きまして、本会議、同じ会場で１４時より開始いたしました。 

  開会宣言は荒巻府会議員。 

  日程第１、諸報告。先ほど申しましたとおりであります。 

  議案については、第１号議案より第４号議案まで（説明）。討論、質疑は一般質問終了後

に行うということであります。 

  第１号議案、令和６年度京都地方税機構一般会計予算。歳入歳出２５億４，１２３万
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９，０００円。 

  第２号議案、令和５年度京都地方税機構一般会計補正予算（第１号）。歳入歳出を１億

８，３９８万円を追加し、歳入歳出をそれぞれ２４億９，４８０万８，０００円とする。大

きくは出向職員の給料の実態に合わすものであります。 

  これらの協議の結果、各議案とも賛成多数で可決。 

  第３号議案、京都地方税機構広域計画変更の件も、地方自治法第２９１条の７第３項の規

定に基づいて延期ということで、これも承認されました。 

  第４号議案、京都地方税機構地方事務所等設置条例一部改正の件。京都市内にある３地方

事務所を１か所に統合するものであります。これも可決されました。 

  一般質問については、小原議員より機構の在り方、ハラスメントについての質問、滞納整

理とともに生活再建という２項目であります。 

  これについての返答は、年平均超過時間２２時間、最大３４７時間という答弁。あと、市

内３か所で１か月１０人、延べ１００人から２００人という納税の相談の話です。 

  第１号議案から第４号議案まで（質疑・討論・採決）。質疑は小原氏（長岡京市選出）、

反対、坂本議員（宇治市）、賛成討論、北村氏（大山崎）。第１号議案、第２号議案、第

３号議案、第４号議案全て可決されました。 

  本会議において、京都府税機構への笠置町負担金は次のとおりとなりました。令和６年度

負担金３７３万６，０００円、令和５年度負担金８０万６，０００円。これについては、当

初計上分は３２８万２，０００円であります。出向職員の給与を実態に合わせるなどした今

回の負担金補正額が減の２４７万６，０００円であったため、５年度負担金は８０万

６，０００円。 

  以上で京都地方税機構定例会報告を終わります。終了は午後３時１７分でした。以上です。 

議長（西 昭夫君） これで閉会中の委員会調査報告及び一部事務組合議会報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 日程第８、委員会の閉会中の継続審査及び調査の件を議題とします。 

  各委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配りました申出書のとおり委員

会の閉会中の継続審査及び調査の申出があります。 

  お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査及び調査とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 
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議長（西 昭夫君） 異議なしと認めます。したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中

の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） 会期を２９日までとしていましたが、お諮りします。本定例会の会議に

付された事件は全て終了しました。したがって、会議規則第７条の規定によって、本日で閉

会したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議長（西 昭夫君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会は本日で閉会することに決

定しました。 

──────────────────────────────────── 

議長（西 昭夫君） これで議会を閉じます。 

  令和６年２月第１回笠置町議会定例会を閉会します。 

  ご苦労さまでした。 

閉  会   午後３時２０分 



７５ 

   地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

               議  長  西     昭   夫 

 

               署名議員  松  本   俊  清 

 

               署名議員  大   倉     博 


